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ご注意書き
1. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説明するものです。回路、ソフトウェアおよ

びこれらに関連する情報を使用する場合、お客様の責任において、お客様の機器・システムを設計ください。これらの使用に起因して生じた損害（お

客様または第三者いずれに生じた損害も含みます。以下同じです。）に関し、当社は、一切その責任を負いません。

2. 当社製品または本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の使用に起因して発生した第三者の特許権、

著作権その他の知的財産権に対する侵害またはこれらに関する紛争について、当社は、何らの保証を行うものではなく、また責任を負うものではあり

ません。

3. 当社は、本資料に基づき当社または第三者の特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。

4. 当社製品を組み込んだ製品の輸出入、製造、販売、利用、配布その他の行為を行うにあたり、第三者保有の技術の利用に関するライセンスが必要とな

る場合、当該ライセンス取得の判断および取得はお客様の責任において行ってください。

5. 当社製品を、全部または一部を問わず、改造、改変、複製、リバースエンジニアリング、その他、不適切に使用しないでください。かかる改造、改変、

複製、リバースエンジニアリング等により生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負いません。

6. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図し

ております。

　標準水準：　コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等

　高品質水準：輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通制御（信号）、大規模通信機器、金融端末基幹システム、各種安全制御装置等

当社製品は、データシート等により高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある

機器・システム（生命維持装置、人体に埋め込み使用するもの等）、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・システム（宇宙機器と、

海底中継器、原子力制御システム、航空機制御システム、プラント基幹システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、これらの用途に

使用することは想定していません。たとえ、当社が想定していない用途に当社製品を使用したことにより損害が生じても、当社は一切その責任を負い

ません。

7. あらゆる半導体製品は、外部攻撃からの安全性を 100％保証されているわけではありません。当社ハードウェア／ソフトウェア製品にはセキュリティ

対策が組み込まれているものもありますが、これによって、当社は、セキュリティ脆弱性または侵害（当社製品または当社製品が使用されているシス

テムに対する不正アクセス・不正使用を含みますが、これに限りません。）から生じる責任を負うものではありません。当社は、当社製品または当社

製品が使用されたあらゆるシステムが、不正な改変、攻撃、ウイルス、干渉、ハッキング、データの破壊または窃盗その他の不正な侵入行為（「脆弱

性問題」といいます。）によって影響を受けないことを保証しません。当社は、脆弱性問題に起因しまたはこれに関連して生じた損害について、一切

責任を負いません。また、法令において認められる限りにおいて、本資料および当社ハードウェア／ソフトウェア製品について、商品性および特定目

的との合致に関する保証ならびに第三者の権利を侵害しないことの保証を含め、明示または黙示のいかなる保証も行いません。

8. 当社製品をご使用の際は、最新の製品情報（データシート、ユーザーズマニュアル、アプリケーションノート、信頼性ハンドブックに記載の「半導体

デバイスの使用上の一般的な注意事項」等）をご確認の上、当社が指定する最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件その他指定条件の範囲

内でご使用ください。指定条件の範囲を超えて当社製品をご使用された場合の故障、誤動作の不具合および事故につきましては、当社は、一切その責

任を負いません。

9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場

合があります。また、当社製品は、データシート等において高信頼性、Harsh environment 向け製品と定義しているものを除き、耐放射線設計を行っ

ておりません。仮に当社製品の故障または誤動作が生じた場合であっても、人身事故、火災事故その他社会的損害等を生じさせないよう、お客様の責

任において、冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとしての出荷保証を行ってく

ださい。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。

10. 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を

規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。かかる法令を遵守しないことにより

生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。

11. 当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。当社製品およ

び技術を輸出、販売または移転等する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他日本国および適用される外国の輸出管理関連法規を遵守し、それら

の定めるところに従い必要な手続きを行ってください。

12. お客様が当社製品を第三者に転売等される場合には、事前に当該第三者に対して、本ご注意書き記載の諸条件を通知する責任を負うものといたします。

13. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを禁じます。

14. 本資料に記載されている内容または当社製品についてご不明な点がございましたら、当社の営業担当者までお問合せください。

注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネサス エレクトロニクス株式会社が直接的、間接的に

支配する会社をいいます。

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造製品をいいます。

(Rev.5.0-1  2020.10)

本社所在地 お問合せ窓口

〒 135-0061 東京都江東区豊洲 3-2-24（豊洲フォレシア）

www.renesas.com

弊社の製品や技術、ドキュメントの最新情報、最寄の営業お問合せ窓口

に関する情報などは、弊社ウェブサイトをご覧ください。

www.renesas.com/contact/

商標について

ルネサスおよびルネサスロゴはルネサス エレクトロニクス株式会社の

商標です。すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属し

ます。



製品ご使用上の注意事項
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事項については、本ドキュ

メントおよびテクニカルアップデートを参照してください。

1. 静電気対策

CMOS 製品の取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。CMOS 製品は強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保

存の際には、当社が出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジンケース、導電性の緩衝材、金属ケースなどを利用し、組み立て工程にはアース

を施してください。プラスチック板上に放置したり、端子を触ったりしないでください。また、CMOS 製品を実装したボードについても同様の扱いを

してください。

2. 電源投入時の処置

電源投入時は、製品の状態は不定です。電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。外部リ

セット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状態は保証できません。同様に、内蔵パワーオンリ

セット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。

3. 電源オフ時における入力信号

当該製品の電源がオフ状態のときに、入力信号や入出力プルアップ電源を入れないでください。入力信号や入出力プルアップ電源からの電流注入によ

り、誤動作を引き起こしたり、異常電流が流れ内部素子を劣化させたりする場合があります。資料中に「電源オフ時における入力信号」についての記

載のある製品は、その内容を守ってください。

4. 未使用端子の処理

未使用端子は、「未使用端子の処理」に従って処理してください。CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなって

います。未使用端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が流れたり、入力信号と認識さ

れて誤動作を起こす恐れがあります。

5. クロックについて

リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後

に切り替えてください。リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロックが十分安定した

後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先

のクロックが十分安定してから切り替えてください。

6. 入力端子の印加波形

入力ノイズや反射波による波形歪みは誤動作の原因になりますので注意してください。CMOS 製品の入力がノイズなどに起因して、VIL（Max.）から

VIH（Min.）までの領域にとどまるような場合は、誤動作を引き起こす恐れがあります。入力レベルが固定の場合はもちろん、VIL（Max.）から VIH

（Min.）までの領域を通過する遷移期間中にチャタリングノイズなどが入らないように使用してください。

7. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止

リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。アドレス領域には、将来の拡張機能用に割り付けられている リザーブアドレス（予約領域）

があります。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。

8. 製品間の相違について

型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してください。同じグループのマイコンでも型名が違うと、フラッシュ

メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、電気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ幅射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。
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RX64Mグループ、RX71Mグループ フラッシュメモリ

ユーザーズマニュアル　ハードウェア　インタフェース編

1. 特長
フラッシュメモリのハードウェアインタフェースの特長を以下に示します。本 MCU に搭載しているフ

ラッシュメモリの容量、ブロック構成、アドレス等の情報は、「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を

参照してください。

プログラム / イレーズ方式

内部周辺バス 6 経由でフラッシュメモリ専用のシーケンサ ( フラッシュシーケンサ ) を使用したプログラ

ム / イレーズを実行可能です。フラッシュシーケンサは、プログラム / イレーズ処理のサスペンド / レ
ジューム ( 中断 / 再開 )、BGO (Back Ground Operation) などの機能もサポートしています。

セキュリティ機能

フラッシュメモリの不正改ざん / 不正リードを防止するためのハードウェア機能をサポートしています。

プロテクション機能

フラッシュメモリの誤書き込みを防止するハードウェア機能をサポートしています。

割り込み

フラッシュシーケンサの処理完了を通知する割り込みをサポートしています。また、誤動作発生を通知す

るためのエラー割り込みもサポートしています。

R01UH0435JJ0121
Rev.1.21

2022.10.28
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RX64Mグループ、RX71Mグループ フラッシュメモリ 2.  モジュール構成図

2. モジュール構成図
フラッシュメモリ関連モジュールの構成図を図 2.1 に示します。フラッシュシーケンサは、FCU (Flash 

Control Unit) と FACI (Flash Application Command Interface) から構成されています。FCU は、フラッシュメモ

リ書き換えの基本制御を実行します。FCURAM は、FCU が実行するファームウェア (FCU ファームウェア )
を格納するための RAM です。FACI は、周辺バス ( 内部周辺バス 6) 経由で受信した FACI コマンドに従って

FCU を制御します。

リセット期間中に、FACI はフラッシュメモリのコンフィギュレーション設定領域のオプション設定メモ

リへデータを転送します。

図 2.1 フラッシュメモリ関連モジュールの構成図
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FCU：Flash Control Unit
FACI：Flash Application Command Interface

FCLK

FIFERR
FRDYI
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3. アドレス空間
フラッシュメモリのハードウェアインタフェースを使用する場合には、各ハードウェアのレジスタ領域、

FACI コマンド発行用の領域、FCURAM 領域、FCU ファームウェア格納領域にアクセスする必要がありま

す。各領域の情報を表 3.1 に記載します。

フラッシュメモリのアドレスなどの情報は、「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照してくださ

い。

表3.1 ハードウェアインタフェース用領域の情報

領域 アドレス サイズ

各ハードウェアのレジスタ領域 「4. レジスタ」を参照  「4. レジスタ」を参照

FACIコマンド発行領域 007E 0000h 4バイト

FCUファームウェア格納領域 FEFF F000h～FEFF FFFFh 4Kバイト

FCURAM領域 007F 8000h～007F 8FFFh 4Kバイト

コンフィギュレーション設定領域 0012 0040h～0012 00FFh 192バイト
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4. レジスタ
フラッシュメモリのハードウェアインタフェースを使用する場合にアクセスが必要になるレジスタの情報

を 本章にまとめます。特に記載がない場合には、レジスタの初期化条件はリセットのみです。

オプション設定メモリなどの情報は、「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照してください。

表4.1 レジスタアドレス一覧

アドレス
モジュール
シンボル

レジスタ名
レジスタ
シンボル

ビ
ッ
ト
数

アクセス
サイズ

アクセスサイクル数

参照
ページ

ICLK≧
PCLKB/FCLK

の場合

ICLK < 
PCLKB/FCLK

の場合

0008 C296h FLASH フラッシュ P/Eプロテクトレジスタ FWEPROR 8 8 4～5PCLKB 2～3ICLK 10

007F E010h FLASH フラッシュアクセスステータスレジスタ FASTAT 8 8 2～4FCLK 2～3ICLK 11

007F E014h FLASH フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ FAEINT 8 8 2～4FCLK 2～3ICLK 13

007F E018h FLASH フラッシュレディ割り込み許可レジスタ FRDYIE 8 8 2～4FCLK 2～3ICLK 14

007F E030h FLASH FACIコマンド処理開始アドレスレジスタ FSADDR 32 32 2～4FCLK 2～3ICLK 15

007F E034h FLASH FACIコマンド処理終了アドレスレジスタ FEADDR 32 32 2～4FCLK 2～3ICLK 16

007F E054h FLASH FCURAMイネーブルレジスタ FCURAME 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 17

007F E080h FLASH フラッシュステータスレジスタ FSTATR 32 32 2～4FCLK 2～3ICLK 18

007F E084h FLASH フラッシュ P/Eモードエントリレジスタ FENTRYR 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 22

007F E088h FLASH フラッシュプロテクトレジスタ FPROTR 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 24

007F E08Ch FLASH フラッシュシーケンサ設定初期化レジスタ FSUINITR 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 25

007F E090h FLASH ロックビットステータスレジスタ FLKSTAT 8 8 2～4FCLK 2～3ICLK 26

007F E0A0h FLASH FACIコマンドレジスタ FCMDR 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 27

007F E0C0h FLASH フラッシュ P/Eステータスレジスタ FPESTAT 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 28

007F E0D0h FLASH データフラッシュブランクチェック制御レジスタ FBCCNT 8 8 2～4FCLK 2～3ICLK 28

007F E0D4h FLASH データフラッシュブランクチェックステータスレジスタ FBCSTAT 8 8 2～4FCLK 2～3ICLK 29

007F E0D8h FLASH データフラッシュ書き込み開始アドレスレジスタ FPSADDR 32 32 2～4FCLK 2～3ICLK 29

007F E0E0h FLASH フラッシュシーケンサ処理切り替えレジスタ FCPSR 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 30

007F E0E4h FLASH フラッシュシーケンサ処理クロック通知レジスタ FPCKAR 16 16 2～4FCLK 2～3ICLK 31
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4.1 フラッシュ P/E プロテクトレジスタ (FWEPROR)

コードフラッシュメモリ / データフラッシュメモリ / オプション設定メモリに対するプログラム、ブロッ

クイレーズ、ブランクチェック、ロックビットプログラムをハードウェアによって許可 / 禁止します。

FWEPROR レジスタは、リセット時以外に、ディープソフトウェアスタンバイモード遷移時、ソフトウェ

アスタンバイモード遷移時にも初期化されます。

アドレス 0008 C296h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — FLWE[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 1 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 FLWE[1:0] フラッシュプログラム /イ
レーズ許可ビット

b1 b0
0 0：プログラム、ブロックイレーズ、ブランクチェック、ロッ

クビットプログラムの禁止

0 1：プログラム、ブロックイレーズ、ブランクチェック、ロッ

クビットプログラムの許可

1 0：プログラム、ブロックイレーズ、ブランクチェック、ロッ

クビットプログラムの禁止

1 1：プログラム、ブロックイレーズ、ブランクチェック、ロッ

クビットプログラムの禁止

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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4.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ (FASTAT)

注1. フラグを “0”にするために、“1”を読んだ後に “0”を書くことのみ可能です。

FASTAT レジスタはコードフラッシュメモリ / データフラッシュメモリのアクセス違反有無を示すレジス

タです。CFAE フラグ、DFAE フラグのいずれかが “1” の場合には、CMDLK フラグが “1” となり、フラッ

シュシーケンサはコマンドロック状態になります ( 「7.2 エラープロテクション」参照 )。コマンドロック

状態を解除するためには、FASTAT.CFAE フラグおよび DFAE フラグを “0” に設定後、FACI によりステータ

スクリアコマンドまたは強制終了コマンドを発行する必要があります。

ECRCT フラグ ( エラーフラグ )
フラッシュシーケンサによるフラッシュメモリ領域 ( コンフィギュレーション設定、書き換え用パラメー

タ ) の読み出しによる 1 ビットエラー訂正、または FCURAM 読み出しによる 1 ビットエラー訂正されたこ

とを示すフラグです。

FCURAM の読み出しで 2 ビットエラー検出時は、CMDLK = 1 ( コマンドロック状態 ) となり、ECRCT フ

ラグは変化しません。

[“1” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサによるメモリ領域 ( コンフィギュレーション設定、書き換え用パラメータ ) の読み

出しで 1 ビットエラーの訂正が行われたとき

 FCURAM の読み出しで 1 ビットエラーの訂正が行われたとき

[“0” になる条件 ]

 FSTATR.FRCRCTフラグが “1”の場合に、フラッシュシーケンサが強制終了コマンドの処理を開始した後

DFAE フラグ ( データフラッシュメモリアクセス違反フラグ )
データフラッシュメモリのアクセス違反の有無を示すフラグです。DFAE フラグが “1” の場合には、

FSTATR.ILGLERR フラグが “1” になり、フラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。

[“1” になる条件 ]

 データフラッシュメモリP/Eモードで、FSADDRレジスタのb18～b0の設定値が1 0000h～7 FFFFh (データ

領域の予約領域 ) の状態で、FACI コマンドを発行

 データフラッシュメモリ P/Eモードで、FSADDR レジスタの b18～ b0の設定値が 0 0000h～ 0 003Fh、また

アドレス 007F E010h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CFAE — — CMDLK DFAE — — ECRCT

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ECRCT エラーフラグ 0：エラー発生なし

1：エラー発生あり

R

b2-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3 DFAE データフラッシュメモリアク

セス違反フラグ

0：データフラッシュメモリのアクセス違反なし

1：データフラッシュメモリのアクセス違反あり

R/W 

(注1)

b4 CMDLK コマンドロックフラグ 0：フラッシュシーケンサはコマンドロック状態ではない

1：フラッシュシーケンサはコマンドロック状態

R

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 CFAE コードフラッシュメモリアク

セス違反フラグ

0：コードフラッシュメモリのアクセス違反なし

1：コードフラッシュメモリのアクセス違反あり

R/W 

(注1)
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は 0 0100h ～ 7 FFFFh の状態で、コンフィギュレーション設定コマンドを発行

[“0” になる条件 ]

 “1” を読んだ後に、“0” を書いた場合

CMDLK フラグ ( コマンドロックフラグ )
フラッシュシーケンサがコマンドロック状態であることを示すフラグです。

[“1” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサが「表 7.1 エラープロテクト一覧」のエラーを検出して、コマンドロック状態

に遷移した後

[“0” になる条件 ]

 FASTAT.CFAE フラグおよび DFAE フラグが “0” の状態で、フラッシュシーケンサがステータスクリアま

たは強制終了コマンドの処理を開始した後

CFAE フラグ ( コードフラッシュメモリアクセス違反フラグ )
コードフラッシュメモリのアクセス違反の有無を示すフラグです。CFAE フラグが “1” の場合には、

FSTATR.ILGLERR フラグが “1” になり、フラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。

[“1” になる条件 ]

 コードフラッシュメモリ P/E モードで、FSADDR レジスタの b23 ～ b0 の設定値が 00 0000h ～ BF FFFFh (
ユーザ領域の予約領域 ) に対して FACI コマンドが発行されたとき

[“0” になる条件 ]

 “1” を読んだ後に、“0” を書いた場合
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4.3 フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ (FAEINT)

FAEINT レジスタは、フラッシュアクセスエラー (FIFERR) 割り込み要求の発生を許可 / 禁止するためのレ

ジスタです。

ECRCTIE ビット ( エラー割り込み許可ビット )
フラッシュシーケンサによるフラッシュメモリ領域 ( コンフィギュレーション設定、書き換え用パラメー

タ )、または FCURAM の読み出しで 1 ビットエラー訂正時、FASTAT.ECRCT フラグが “1” になった場合の

FIFERR 割り込み要求の発生を許可 / 禁止するためのビットです。

DFAEIE ビット ( データフラッシュメモリアクセス違反割り込み許可ビット )
データフラッシュメモリアクセス違反が発生し、FASTAT.DFAE フラグが “1” になった場合の FIFERR 割

り込み要求の発生を許可 / 禁止するためのビットです。

CMDLKIE ビット ( コマンドロック割り込み許可ビット )
フラッシュシーケンサがコマンドロック状態に遷移し、FASTAT.CMDLK フラグが “1” になった場合の

FIFERR 割り込み要求の発生を許可 / 禁止するためのビットです。

CFAEIE ビット ( コードフラッシュメモリアクセス違反割り込み許可ビット )
コードフラッシュメモリアクセス違反が発生し、FASTAT.CFAE フラグが “1” になった場合の FIFERR 割り

込み要求の発生を許可 / 禁止するためのビットです。

アドレス 007F E014h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CFAEIE — — CMDLK
IE DFAEIE — — ECRCT

IE

リセット後の値 1 0 0 1 1 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ECRCTIE エラー割り込み許可ビット 0：FASTAT.ECRCT = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を禁止

1：FASTAT.ECRCT = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を許可

R/W

b2-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3 DFAEIE データフラッシュメモリアク

セス違反割り込み許可ビット

0：FASTAT.DFAE = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を禁止

1：FASTAT.DFAE = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を許可

R/W

b4 CMDLKIE コマンドロック割り込み許可

ビット

0：FASTAT.CMDLK = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を禁止

1：FASTAT.CMDLK = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を許可

R/W

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 CFAEIE コードフラッシュメモリアク

セス違反割り込み許可ビット

0：FASTAT.CFAE = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を禁止

1：FASTAT.CFAE = 1で、FIFERR割り込み要求の発生を許可

R/W
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4.4 フラッシュレディ割り込み許可レジスタ (FRDYIE)

FRDYIE レジスタは、フラッシュレディ (FRDY) 割り込み要求の発生を許可 / 禁止するためのレジスタで

す。

FRDYIE ビット ( フラッシュレディ割り込み許可ビット )
フラッシュシーケンサがプログラム / イレーズ、ブランクチェックのコマンド処理を完了して、

FASTAT.FRDY フラグが “0” から “1” に変化した場合の FRDY 割り込み要求の発生を許可 / 禁止するための

ビットです。

アドレス 007F E018h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — FRDYI
E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FRDYIE フラッシュレディ割り込み許

可ビット

0：FRDY割り込み要求の発生を禁止

1：FRDY割り込み要求の発生を許可

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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4.5 FACI コマンド処理開始アドレスレジスタ (FSADDR)

注1. FSTATR.FRDYフラグが“1”の場合のみ書き込み可能です。FSTATR.FRDYフラグが “0”の場合の書き込みは無視されます。

ただし、b0、b1は読み込みのみです。

FSADDR レジスタは、プログラム、ブロックイレーズ、ブランクチェック、コンフィギュレーション設

定、ロックビットプログラム、ロックビットリードの FACI コマンド発行時に、コマンド処理の対象領域の

開始アドレスを指定するためのレジスタです。

FSUINITR.SUINIT ビットを “1” にすると、FSADDR レジスタを初期化できます。リセットでも初期化可

能です。

FSADDR[31:0] ビット (FACI コマンド処理開始アドレスビット )
FACI コマンド処理の開始アドレスを指定するためのビットです。コードフラッシュメモリに対する FACI

コマンド処理では b31 ～ b24 は無視されます。データフラッシュメモリに対する FACI コマンド処理では、

b31 ～ b19 は無視されます。上記のアドレス境界に満たないビットも無視されます。

コードフラッシュメモリ領域、データフラッシュメモリ領域の開始アドレスは、「ユーザーズマニュアル 
ハードウェア編」を参照してください。コンフィギュレーション設定領域の開始アドレスは「表 6.5 コン

フィギュレーション設定コマンドで使用するアドレス」を参照してください。

アドレス 007F E030h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

FSADDR[31:16]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FSADDR[15:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b31-b0 FSADDR
[31:0]

FACIコマンド処理開始

アドレスビット

【コマンド】

プログラム(コードフラッシュメモリ)：
プログラム(データフラッシュメモリ)：
ブロックイレーズ(コードフラッシュメモリ )：
ブロックイレーズ(データフラッシュメモリ )：
ブランクチェック：

コンフィギュレーション設定：

ロックビットプログラム：

ロックビットリード：

【アドレス境界】

256バイト

4バイト

8Kまたは32Kバイト

64バイト

4バイト

16バイト

8Kまたは32Kバイト

8Kまたは32Kバイト

R/W
 (注1)
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4.6 FACI コマンド処理終了アドレスレジスタ (FEADDR)

注1. FSTATR.FRDYフラグが“1”の場合のみ書き込み可能です。FSTATR.FRDYフラグが “0”の場合の書き込みは無視されます。

ただし、b0、b1は読み込みのみです。

FEADDR レジスタは、ブランクチェックコマンド処理の対象領域の終了アドレスを指定するためのレジ

スタです。FBCCNT.BCDIR ビットが “0” で、ブランクチェック処理のアドレッシングモードが加算モード

の場合には、FSADDR レジスタの設定値を FEADDR レジスタの設定値以下にする必要があります。

FBCCNT.BCDIR ビットが “1” で、ブランクチェック処理のアドレッシングモードが減算モードの場合には、

FSADDR レジスタの設定値を FEADDR レジスタの設定値以上にする必要があります。FBCCNT.BCDIR ビッ

ト、FSADDR レジスタ、および FEADDR レジスタの設定値に矛盾がある場合には、フラッシュシーケンサ

はコマンドロック状態になります ( 「7.2 エラープロテクション」参照 )。
FSUINITR.SUINIT ビットを “1” にすると、FEADDR レジスタを初期化できます。リセットでも初期化可

能です。

FEADDR[31:0] ビット (FACI コマンド処理終了アドレスビット )
ブランクチェックコマンド処理の終了アドレスを指定するためのビットです。コマンド処理では、b31 ～

b19 および b1、b0 は無視されます。

データフラッシュメモリ領域の終了アドレスは、「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照してく

ださい。

アドレス 007F E034h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

FEADDR[31:16]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FEADDR[15:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b31-b0 FEADDR
[31:0]

FACIコマンド処理終了アドレ

スビット

FACIコマンド処理終了アドレス R/W 

(注1)
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4.7 FCURAM イネーブルレジスタ (FCURAME)

注1. 16ビットアクセスでKEYビットにC4hを書き込んだ場合のみ、書き込みが有効になります。

注2. 書き込んだ値は保持されません。読み込んだ場合、“0”が読めます。

FCURAME レジスタは FCURAM 領域へのアクセス設定をするためのレジスタです。

FCRME ビット (FCURAM 許可ビット )
FCURAM へのアクセス許可 / 禁止を設定するためのビットです。FCURAM に書き込みを行う場合は、

FENTRYR レジスタを 0000h に設定して、フラッシュシーケンサを停止させてください。

FRAMTRAN ビット (FCURAM 転送モードビット )
FCURAM の転送モードを指定するためのビットです。

KEY[7:0] ビット ( キーコードビット )
FRAMTRAN ビットおよび FCRME ビットの書き換えの可否を制御します。

アドレス 007F E054h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] — — — — — — FRAMT
RAN

FCRME

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FCRME FCURAM許可ビット 0：FCURAMへのアクセス禁止

1：FCURAMへのアクセス許可

R/W
 (注1)

b1 FRAMTRAN FCURAM転送モードビット 0：通常転送モード

FCURAMの読み出しと書き込みが可能なモードです。

1：高速書き込みモード

FCURAMの高速書き込みが可能なモードです。

R/W
 (注1)

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコードビット キーコード R/W
 (注2)
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4.8 フラッシュステータスレジスタ (FSTATR)

アドレス 007F E080h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FRDY ILGLER
R

ERSER
R

PRGER
R

SUSRD
Y

DBFUL
L

ERSSP
D

PRGSP
D

FCUER
R

FLWEE
RR

— — — — FRDTC
T

FRCRC
T

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FRCRCT 1ビットエラー訂正モニタフラグ 0：1ビットエラー訂正未検出

1：1ビットエラー訂正検出

R

b1 FRDTCT 2ビットエラー検出モニタフラグ 0：2ビットエラー未検出

1：2ビットエラー検出

R

b5-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 FLWEERR フラッシュ P/Eプロテクトエラーフラ

グ

0：エラー未発生

1：エラー発生

R

b7 FCUERR FCUエラーフラグ 0：FCUの処理でエラー未発生

1：FCUの処理でエラー発生

R

b8 PRGSPD プログラムサスペンドステータスフ

ラグ

0：下記以外の状態

1：フラッシュシーケンサはプログラムの中断処理中または

プログラムサスペンド中

R

b9 ERSSPD イレーズサスペンドステータスフラ

グ

0：下記以外の状態

1：フラッシュシーケンサはイレーズの中断処理中またはイ

レーズサスペンド中

R

b10 DBFULL データバッファフルフラグ 0：データバッファは空

1：データバッファはフル

R

b11 SUSRDY サスペンドレディフラグ 0：フラッシュシーケンサがP/Eサスペンドコマンドを受け

付けられない

1：フラッシュシーケンサがP/Eサスペンドコマンドを受け

付け可能

R

b12 PRGERR プログラムエラーフラグ 0：プログラム処理は正常終了

1：プログラム処理中にエラー発生

R

b13 ERSERR イレーズエラーフラグ 0：イレーズ処理は正常終了

1：イレーズ処理中にエラー発生

R

b14 ILGLERR イリーガルコマンドエラーフラグ 0：フラッシュシーケンサは不正なFACIコマンドや不正な

フラッシュメモリアクセスを検出していない

1：フラッシュシーケンサは不正なFACIコマンドや不正な

フラッシュメモリアクセスを検出した

R

b15 FRDY フラッシュレディフラグ 0：プログラム、ブロックイレーズ、P/Eサスペンド、P/E
レジューム、強制終了、ブランクチェック、コンフィ

ギュレーション設定、ロックビットプログラム、ロック

ビットリードのコマンド処理中

1：上記の処理を実行していない

R

b31-b16 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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FSTATR レジスタは、フラッシュシーケンサの状態を示すレジスタです。

FRCRCT フラグ (1 ビットエラー訂正モニタフラグ )
FCU による FCURAM 読み出しで 1 ビットエラーが訂正されたことを示します。FRCRCT フラグが “1” の

場合には、フラッシュシーケンサはコマンドロック状態になりません。

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサが強制終了コマンドの処理を開始した後

FRCRCT フラグが “1” になった場合には、強制終了コマンドを発行して FCU を初期化してください。ま

た、FCU ファームウェアを FCURAM に再ロードしてください。

FRDTCT フラグ (2 ビットエラー検出モニタフラグ )
FCU による FCURAM 読み出しで 2 ビットエラーが検出されたことを示します。FRDTCT フラグが “1” の

場合には、フラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサが強制終了コマンドの処理を開始した後

FRDTCT フラグが “1” になった場合には、強制終了コマンドを発行して FCU を初期化してください。ま

た、FCU ファームウェアを FCURAM に再ロードしてください。

FLWEERR フラグ ( フラッシュ P/E プロテクトエラーフラグ )
FWEPROR レジスタによるフラッシュメモリのプログラム / イレーズ保護に違反したことを示すフラグで

す。FLWEERR フラグが “1” の場合には、フラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサが強制終了コマンドの処理を開始した後

FCUERR フラグ (FCU エラーフラグ )
FCU の処理中にエラーが発生したことを示すフラグです。FCUERR フラグが “1” の場合には、フラッ

シュシーケンサはコマンドロック状態に遷移します。

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサが強制終了コマンドの処理を開始した後

FCUERR フラグが “1” になった場合には、強制終了コマンドを発行して FCU を初期化してください。ま

た FCU ファームウェアを FCURAM に再ロードしてください。

PRGSPD フラグ ( プログラムサスペンドステータスフラグ )
フラッシュシーケンサがプログラムの中断処理中またはプログラムサスペンド状態に遷移したことを示す

フラグです。

[“1” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがプログラムの中断処理を開始した後

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサが P/E レジュームコマンドを受け付けた後

(FACI コマンド発行領域に対するライトアクセスが完了した後 )

 フラッシュシーケンサが強制終了コマンドの処理を開始した後
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ERSSPD フラグ ( イレーズサスペンドステータスフラグ )
フラッシュシーケンサがイレーズの中断処理中またはイレーズサスペンド状態に遷移したことを示すフラ

グです。

[“1” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがイレーズの中断処理を開始した後

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサが P/E レジュームコマンドを受け付けた後

(FACI コマンド発行領域に対するライトアクセスが完了した後 )

 フラッシュシーケンサが強制終了コマンドの処理を開始した後

DBFULL フラグ ( データバッファフルフラグ )
プログラムコマンド発行時のデータバッファ状態を示すフラグです。FACI にはプログラムデータ用の

バッファ ( データバッファ ) が内蔵されています。データバッファがフルの状態で、FACI コマンド発行領域

にフラッシュメモリへのプログラムデータを発行すると、FACI は内部周辺バス 6 にウェイトを挿入します。

[“1” になる条件 ]

 プログラムコマンド発行中にデータバッファがフルになった後

[“0” になる条件 ]

 データバッファが空になった後

SUSRDY フラグ ( サスペンドレディフラグ )
フラッシュシーケンサが P/E サスペンドコマンドを受け付け可能であるかどうかを示すフラグです。

[“1” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがプログラム / イレーズ処理を開始後、P/E サスペンドコマンドの受け付けが可能

な状態に遷移した後

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがP/Eサスペンドコマンド、強制終了コマンドを受け付けた後 (FACIコマンド発行

領域に対するライトアクセスが完了した後 )

 プログラム / イレーズ処理中にコマンドロック状態に遷移した後

 プログラム / イレーズ処理が完了した後

PRGERR フラグ ( プログラムエラーフラグ )
フラッシュメモリのプログラム処理の結果を示すフラグです。PRGERR フラグが “1” の場合には、フラッ

シュシーケンサはコマンドロック状態になります。

[“1” になる条件 ]

 プログラム処理中にエラーが発生した後

 ロックビットで保護された領域に対して、プログラムまたはロックビットプログラムコマンドを発行し

た後

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがステータスクリアまたは強制終了コマンドの処理を開始した後

ERSERR フラグ ( イレーズエラーフラグ )
フラッシュメモリのイレーズ処理の結果を示すフラグです。ERSERR フラグが “1” の場合には、フラッ

シュシーケンサはコマンドロック状態になります。

[“1” になる条件 ]
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 イレーズ処理中にエラーが発生した後

 ロックビットで保護された領域に対して、ブロックイレーズコマンドを発行した後

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがステータスクリアまたは強制終了コマンドの処理を開始した後

ILGLERR フラグ ( イリーガルコマンドエラーフラグ )
フラッシュシーケンサが不正な FACI コマンドやフラッシュメモリアクセスを検出したことを示すフラグ

です。ILGLERR フラグが “1” の場合には、フラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。

[“1” になる条件 ] (「7.2 エラープロテクション」参照 )

 フラッシュシーケンサが不正なコマンドを検出した後

 フラッシュシーケンサが不正なフラッシュメモリアクセスを検出した後

 FENTRYR レジスタの設定値が不正であることを検出した後

[“0” になる条件 ]

 FASTAT.DFAE フラグおよび CFAE フラグが “0” の状態で、フラッシュシーケンサがステータスクリアま

たは強制終了コマンドの処理を開始した後

FASTAT.CFAE フラグまたは DFAE フラグが “1” の状態で、ステータスクリアまたは強制終了コマンドの

処理を完了した場合には、ILGLERR フラグは “1” になります。強制終了コマンド処理中に、一時的に

ILGLERR フラグが “0” になりますが、コマンド処理の完了時に CFAE フラグまたは DFAE フラグが “1” で

あることが検出され、ILGLERR フラグが “1” に再設定されます。

FRDY フラグ ( フラッシュレディフラグ )
フラッシュシーケンサのコマンド処理状態を示すフラグです。

[“1” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがコマンド処理を完了した後

 フラッシュシーケンサが P/E サスペンドコマンドを受け付けて、フラッシュメモリのプログラム / イレー

ズ処理を中断した後

 フラッシュシーケンサが強制終了コマンドを受け付けて、コマンド処理を終了した後

[“0” になる条件 ]

 フラッシュシーケンサがプログラム、コンフィギュレーション設定の FACI コマンドを受け付け、FACI
コマンド発行領域に対する最初のライトアクセスの後

 フラッシュシーケンサがプログラム、コンフィギュレーション設定以外の FACI コマンドを受け付け、

FACI コマンド発行領域に対する最終のライトアクセスの後
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4.9 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ (FENTRYR)

注1. FSTATR.FRDYフラグが“1”の場合のみ書き込み可能です。FSTATR.FRDYフラグが “0”の場合の書き込みは無視されます。

注2. 16ビットアクセスでKEYビットにAAhを書き込んだ場合のみ、書き込みが有効になります。

注3. 書き込んだ値は保持されません。読み込んだ場合、“0”が読めます。

FENTRYR レジスタはコードフラッシュメモリ P/E モード、データフラッシュメモリ P/E モードを設定す

るためのレジスタです。FACI コマンドを受け付け可能にするためには、FENTRYD ビットと FENTRYC
ビットのいずれかのビットを “1” に設定して、フラッシュシーケンサを P/E モードにする必要があります。

FENTRYR レジスタに AA81h を書くと、FSTATR.ILGLERR フラグが “1” になり、フラッシュシーケンサ

はコマンドロック状態になります。

FSUINITR.SUINIT ビットを “1” にすると、FENTRYR レジスタを初期化できます。リセットでも初期化可

能です。

FENTRYC ビット ( コードフラッシュメモリ P/E モードエントリビット )
コードフラッシュメモリの P/E モードを設定するためのビットです。

[“1” になる条件 ]

 FENTRYRレジスタへの書き込みが有効な状態かつFENTRYRレジスタが0000hの状態で、FENTRYCビッ

トに “1” を書き込んだ場合

[“0” になる条件 ]

 FSTATR.FRDY フラグが “1” の状態で、FENTRYR レジスタを 8 ビットアクセスで書き込んだ場合

 FSTATR.FRDY フラグが “1” の状態で、KEY ビットに AAh 以外の値を指定して FENTRYR レジスタを 16
ビットアクセスで書き込んだ場合

 FENTRYR レジスタへの書き込みが有効な状態で、FENTRYC ビットに “0” を書き込んだ場合

 FENTRYRレジスタへの書き込みが有効な状態かつFENTRYRレジスタが0000h以外の状態でFENTRYRレ
ジスタを書き込んだ場合

FENTRYD ビット ( データフラッシュメモリ P/E モードエントリビット )
データフラッシュメモリの P/E モードを設定するためのビットです。

[“1” になる条件 ]

 FENTRYR レジスタへの書き込みが有効な状態かつ FENTRYR レジスタが 0000h の状態で、

FENTRYR.FENTRYD ビットに “1” を書き込んだ場合

[“0” になる条件 ]

アドレス 007F E084h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] FENTR
YD

— — — — — — FENTR
YC

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FENTRYC コードフラッシュメモリP/E
モードエントリビット

0：コードフラッシュメモリはリードモード

1：コードフラッシュメモリはP/Eモード

R/W
(注1、注2)

b6-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 FENTRYD データフラッシュメモリP/E
モードエントリビット

0：データフラッシュメモリはリードモード

1：データフラッシュメモリはP/Eモード

R/W
(注1、注2)

b15-b8 KEY[7:0] キーコードビット キーコード R/W
 (注3)
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 FSTATR.FRDY フラグが “1” の状態で、FENTRYR レジスタを 8 ビットアクセスで書き込んだ場合

 FSTATR.FRDY フラグが “1” の状態で、KEY ビットに AAh 以外の値を指定して FENTRYR レジスタを 16
ビットアクセスで書き込んだ場合

 FENTRYR レジスタへの書き込みが有効な状態で、FENTRYD ビットに “0” を書き込んだ場合

 FENTRYRレジスタへの書き込みが有効な状態かつFENTRYRレジスタが0000h以外の状態でFENTRYRレ
ジスタを書き込んだ場合

KEY[7:0] ビット ( キーコードビット )
FENTRYD ビットおよび FENTRYC ビットの書き換えの可否を制御します。
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4.10 フラッシュプロテクトレジスタ (FPROTR)

注1. 16ビットアクセスでKEYビットに55hを書き込んだ場合のみ、書き込みが有効になります。

注2. 書き込んだ値は保持されません。読み込んだ場合、“0”が読めます。

FPROTR レジスタは、ロックビットによるコードフラッシュメモリに対する書き換えプロテクトを有効 /
無効にするためのレジスタです。FSUINITR.SUINIT ビットを “1” にすると、FPROTR レジスタを初期化でき

ます。リセットでも初期化可能です。

FPROTCN ビット ( ロックビットプロテクトキャンセルビット )
ロックビットによるコードフラッシュメモリに対する書き換えプロテクトを有効 / 無効にするためのビッ

トです。

[“1” になる条件 ]

 FPROTR レジスタの書き込みが有効な状態かつ FENTRYR レジスタが 0000h 以外の状態で、FPROTCN
ビットに “1” を書き込んだ場合

[“0” になる条件 ]

 FPROTR レジスタを 8 ビットアクセスで書き込んだ場合

 KEY ビットに 55h 以外の値を指定して FPROTR レジスタを 16 ビットアクセスで書き込んだ場合

 FPROTR レジスタへの書き込みが有効な状態で、FPROTRCN ビットに “0” を書き込んだ場合

 FENTRYR レジスタの値が 0000h の場合

KEY[7:0] ビット ( キーコードビット )
FPROTCN ビットの書き換えの可否を制御します。

アドレス 007F E088h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] — — — — — — — FPROT
CN

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FPROTCN ロックビットプロテクトキャン

セルビット

0：ロックビットによるプロテクトが有効

1：ロックビットによるプロテクトが無効

R/W
 (注1)

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコードビット キーコード R/W
 (注2)
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4.11 フラッシュシーケンサ設定初期化レジスタ (FSUINITR)

注1. FSTATR.FRDYフラグが“1”の場合のみ書き込み可能です。FSTATR.FRDYフラグが “0”の場合の書き込みは無視されます。

注2. 16ビットアクセスでKEYビットに2Dhを書き込んだ場合のみ、書き込みが有効になります。

注3. 書き込んだ値は保持されません。読み込んだ場合、“0”が読めます。

FSUINITR レジスタは、フラッシュシーケンサの設定を初期化するためのレジスタです。

SUINIT ビット ( 設定初期化ビット )
下記のフラッシュシーケンサの設定レジスタを初期化します。

 FEADDR
 FPROTR
 FCPSR
 FSADDR
 FENTRYR
 FBCCNT

KEY[7:0] ビット ( キーコードビット )
SUINIT ビットの書き換えの可否を制御します。

アドレス 007F E08Ch

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] — — — — — — — SUINIT

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SUINIT 設定初期化ビット 0：FEADDR、FPROTR、FCPSR、FSADDR、FENTRYR、

FBCCNTのフラッシュシーケンサの設定レジスタ値は保持

1：FEADDR、FPROTR、FCPSR、FSADDR、FENTRYR、

FBCCNTのフラッシュシーケンサの設定レジスタを初期化

R/W
(注1、注2)

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコードビット キーコード R/W
 (注3)
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4.12 ロックビットステータスレジスタ (FLKSTAT)

FLOCKST フラグ ( ロックビットステータスフラグ )
ロックビットリードコマンドで読み出したロックビットの値を示すフラグです。ロックビットリードコマ

ンドを発行した後に、FSTATR.FRDY フラグが “1” になった時点で、FLOCKST フラグに有効なデータが格

納されます。FLOCKST フラグの値は、次のロックビットコマンドの終了まで保持されます。

アドレス 007F E090h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — FLOCK
ST

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FLOCKST ロックビットステータスフラグ 0：プロテクト状態

1：非プロテクト状態

R

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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4.13 FACI コマンドレジスタ (FCMDR)

FCMDR レジスタは、FACI が受け付けたコマンドを示すレジスタです。

PCMDR[7:0] フラグ ( プレコマンドフラグ )
FACI が受け付けた 1 つ前のコマンドを格納します。

CMDR[7:0] フラグ ( コマンドフラグ )
FACI が受け付けた最新のコマンドを格納します。

アドレス 007F E0A0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CMDR[7:0] PCMDR[7:0]

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 PCMDR[7:0] プレコマンドフラグ 1つ前のコマンド格納 R

b15-b8 CMDR[7:0] コマンドフラグ 最新コマンド格納 R

表4.2 各コマンド受け付け後のFCMDRレジスタの状態

コマンド CMDR PCMDR

プログラム E8h 前回コマンド

ブロックイレーズ D0h 20h

P/Eサスペンド B0h 前回コマンド

P/Eレジューム D0h 前回コマンド

ステータスクリア 50h 前回コマンド

強制終了 B3h 前回コマンド

ブランクチェック D0h 71h

コンフィギュレーション設定 40h 前回コマンド

ロックビットプログラム D0h 77h

ロックビットリード D0h 71h
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4.14 フラッシュ P/E ステータスレジスタ (FPESTAT)

FPESTAT レジスタは、フラッシュメモリのプログラム / イレーズ結果を示すレジスタです。

PEERRST[7:0] フラグ (P/E エラーステータスフラグ )
コードフラッシュメモリ、データフラッシュメモリのプログラム / イレーズ処理中にエラーが発生した場

合のエラー原因を示すフラグです。PEERRST フラグの値は、FSTATR.ERSERR フラグまたは PRGERR フラ

グが “1” の状態で、かつ FSTATR.FRDY フラグが “1” になった時点でのみ有効です。ERSERR フラグと

PRGERR フラグが “0” の場合の PEERRST フラグには、過去に発生したエラー原因の値が保持されます。

4.15 データフラッシュブランクチェック制御レジスタ (FBCCNT)

FBCCNT レジスタは、ブランクチェックコマンド処理時のアドレッシングモードを指定するためのレジス

タです。FSUINITR.SUINIT ビットを “1” にすると、FBCCNT レジスタを初期化できます。リセットでも初

期化可能です。

BCDIR ビット ( ブランクチェック方向ビット )
ブランクチェック動作時のアドレッシングモードを指定するためのビットです。

アドレス 007F E0C0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — PEERRST[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 PEERRST
[7:0]

P/Eエラーステータスフラグ 00h：エラーなし

01h：ロックビットでプロテクトされた領域に対するプログラムエラー

02h：ロックビット以外の原因によるプログラムエラー

11h：ロックビットでプロテクトされた領域に対するイレーズエラー

12h：ロックビット以外の原因によるイレーズエラー

R

b15-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 007F E0D0h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — BCDIR

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BCDIR ブランクチェック方向ビット 0：小さいアドレスから大きいアドレスの方向にブランクチェック

処理を実行します (加算モード)
1：大きいアドレスから小さいアドレスの方向にブランクチェック

処理を実行します (減算モード)

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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4.16 データフラッシュブランクチェックステータスレジスタ (FBCSTAT)

FBCSTAT レジスタは、ブランクチェックコマンドの結果を格納するレジスタです。

BCST フラグ ( ブランクチェックステータスフラグ )
ブランクチェックコマンドの結果を示すフラグです。

FSTATR.FRDY フラグが “1” になった時点で、BCST フラグに有効なデータが格納されます。

4.17 データフラッシュ書き込み開始アドレスレジスタ (FPSADDR)

FPSADDR レジスタは、ブランクチェックコマンド処理時に検出した最初の書き込み済みアドレスの値を

示すレジスタです。

PSADR[18:0] ビット ( 書き込み領域開始アドレスビット )
ブランクチェックコマンド処理時に検出した最初の書き込み済みアドレスの値を示すビットです。データ

フラッシュメモリ領域の先頭アドレスからのオフセット値が格納されます。PSADR ビットの値は、

FBCSTAT.BCST ビットが “1” の状態で、かつ FSTATR.FRDY フラグが “1” になった時点でのみ有効です。

FBCSTAT.BCST ビットが “0” の場合の PSADR ビットには、過去に検出したアドレスが保持されます。

アドレス 007F E0D4h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — BCST

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BCST ブランクチェックステータス

フラグ

0：ブランクチェック対象領域は未書き込み状態

(イレーズ後に書き込んでいない状態。ブランク )
1：ブランクチェック対象領域は“0”データか “1”データを書き込まれ

た状態

R

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 007F E0D8h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — PSADR[18:16]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PSADR[15:0]

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b18-b0 PSADR[18:0] 書き込み領域開始アドレスビット 書き込み済みアドレス値 R

b31-b19 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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4.18 フラッシュシーケンサ処理切り替えレジスタ (FCPSR)

FCPSR レジスタはイレーズサスペンドモードを選択するためのレジスタです。FSUINITR.SUINIT ビット

を “1” にすると、FCPSR レジスタを初期化できます。リセットでも初期化可能です。

ESUSPMD ビット ( イレーズサスペンドモードビット )
フラッシュシーケンサがイレーズ処理を実行中に、P/E サスペンドコマンドが発行された場合のイレーズ

サスペンドモードを選択するためのビットです (「6.3.10 P/E サスペンドコマンド」参照 )。ESUSPMD
ビットは、ブロックイレーズコマンドを発行する前に設定する必要があります。

アドレス 007F E0E0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — ESUSP
MD

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ESUSPMD イレーズサスペンドモードビット 0：サスペンド優先モード

1：イレーズ優先モード

R/W

b15-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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4.19 フラッシュシーケンサ処理クロック周波数通知レジスタ (FPCKAR)

注1. FSTATR.FRDYフラグが“1”の場合のみ書き込み可能です。FSTATR.FRDYフラグが “0”の場合の書き込みは無視されます。

注2. 16ビットアクセスでKEY[7:0]ビットに1Ehを書き込んだ場合のみ、書き込みが有効になります。

注3. 書き込んだ値は保持されません。読み込んだ場合、“0”が読めます。

FPCKAR レジスタは、クロック発生回路で生成した FlashIF クロック (FCLK) の周波数を設定し、フラッ

シュシーケンサに使用周波数を通知するためのレジスタです。フラッシュシーケンサは、FPCKAR レジスタ

で通知された周波数に基づいて FACI コマンド処理時間を決めます。また、初期値は、FCLK の最高動作周

波数に設定されます。

PCKA[7:0] ビット ( フラッシュシーケンサ動作クロック周波数通知ビット )
FCLK の周波数を設定し、フラッシュシーケンサに使用周波数を通知するためのビットです。FACI コマ

ンドを発行する前に、PCKA[7:0] ビットに周波数を設定してください。MHz 単位で表現した動作周波数を 2
進数に変換し、PCKA[7:0] ビットに設定してください。

例 )周波数が 35.9MHz の場合 (PCKA[7:0] = 24h)
35.9MHz の小数第 1 位を切り上げ

36 を 2 進数に変換

PCKA[7:0] ビットの設定値が FCLK の周波数よりも小さい場合には、フラッシュメモリの書き換え特性を

保証できません。PCKA[7:0] ビットの設定値が FCLK の周波数よりも大きい場合には、書き換え時間などの

FACI コマンド処理時間が長くなりますが、フラッシュメモリの書き換え特性は保証されます (FCLK の周波

数と PCKA[7:0] ビットの設定値が同一の場合に、FACI コマンド処理時間が最短になります )。

KEY[7:0] ビット ( キーコードビット )
PCKA[7:0] ビットの書き換えの可否を制御します。

アドレス 007F E0E4h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] PCKA[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 PCKA[7:0] フラッシュシーケンサ動作ク

ロック周波数通知ビット

FlashIFクロック (FCLK)の周波数を設定し、フラッシュシーケ

ンサに使用周波数を通知

R/W
(注1、注2)

b15-b8 KEY[7:0] キーコードビット キーコード R/W
 (注3)
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5. フラッシュシーケンサの動作モード
フラッシュシーケンサには、図 5.1 に示す 3 種類のモードがあります。モードの移行は、FENTRYR レジ

スタの書き込みで行います。

FENTRYR レジスタが 0000h の場合には、フラッシュシーケンサはリードモードになります。このモード

では、FACI コマンドを受け付けません。コードフラッシュメモリ、データフラッシュメモリともにリード

が可能です。

FENTRYR レジスタが 0001h の場合には、フラッシュシーケンサはコードフラッシュメモリ P/E モードに

なります。コードフラッシュメモリ P/E モードでは、FACI コマンドを使用してコードフラッシュメモリの

プログラム / イレーズを実行可能です。

このモードでは、データフラッシュメモリのリードはできません。また、BGO 動作が不可能な条件下で

は、コードフラッシュメモリのリードもできません。BGO 動作が可能な条件下では、コードフラッシュメ

モリのリードが可能です。BGO 動作が可能な条件については、「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を

参照してください。

FENTRYR レジスタが 0080h の場合には、フラッシュシーケンサはデータフラッシュメモリ P/E モードに

なります。データフラッシュ P/E モードでは、FACI コマンドを使用してデータフラッシュメモリのプログ

ラム / イレーズを実行可能です。このモードでは、データフラッシュメモリのリードはできません。コード

フラッシュメモリのリードは可能です。

図 5.1 フラッシュシーケンサのモード

コードフラッシュメモリ

P/Eモード読み出し可能領域：

コードフラッシュメモリ

(BGO動作が可能な条件下)

データフラッシュP/Eモード

読み出し可能領域：

コードフラッシュメモリ

FENTRYR = 0080h

FENTRYR = 0000h

FENTRYR = 0001h

FENTRYR = 0000h

リードモード

読み出し可能領域：

コードフラッシュメモリ

データフラッシュメモリ
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6. FACI コマンド

6.1 FACI コマンド一覧

FACI コマンド発行領域 ( 表 3.1 参照 ) に対して、ライトアクセスを行うことで、FACI コマンドを発行で

きます。表 6.2 に示したライトアクセスを特定の状態で発行すると、フラッシュシーケンサが各コマンドに

対応した処理を実行します ( 「6.2 フラッシュシーケンサの状態と FACI コマンドの関係」参照 )。

注 . WDN (N = 1, 2, …)：N番目の16ビットプログラムデータ

表6.1 FACIコマンド一覧

FACIコマンド 機能

プログラム ユーザ領域、データ領域をプログラムします。

ユーザ領域のプログラム単位：256バイト

データ領域のプログラム単位：4バイト

ブロックイレーズ ユーザ領域、ロックビット、データ領域をイレーズします。

イレーズ単位：1ブロック

P/Eサスペンド プログラムまたはイレーズの処理を中断します。

P/Eレジューム 中断したプログラム /イレーズの処理を再開します。

ステータスクリア FSTATR.ILGLERR, ERSERR, PRGERRフラグを初期化して、フラッシュシーケンサのコマ

ンドロック状態を解除します。

強制終了 FACIコマンド処理を強制的に終了し、FSTATRレジスタを初期化します。

ブランクチェック データ領域をブランクチェックします。

チェック単位：4～64Kバイト (4バイト単位で指定)

コンフィギュレーション設定 ID設定、セキュリティ設定、オプション設定メモリ、Trusted Memory (TM)機能の設定を行い

ます。

設定単位：16バイト

ロックビットプログラム ユーザ領域のロックビットをプログラムします。

プログラム単位：1ビット(1ブロック分のロックビット)

ロックビットリード ユーザ領域のロックビットをリードして、結果をFLKSTATレジスタに格納します。

リード単位：1ビット (1ブロック分のロックビット )

表6.2 FACIコマンドのフォーマット

FACIコマンド ライト回数

FACIコマンド発行領域にライトするデータ

第1アクセス 第2アクセス
第3～第(N + 2)

アクセス

第 (N + 3)
アクセス

プログラム(ユーザ領域 )
256バイトプログラム：N = 128

131 E8h 80h (= N) WD1 ～ WD128 D0h

プログラム(データ領域 )
4バイトプログラム：N = 2

N + 3 E8h 02h (= N) WD1 ～ WDN D0h

ブロックイレーズ 2 20h D0h — —

P/Eサスペンド 1 B0h — — —

P/Eレジューム 1 D0h — — —

ステータスクリア 1 50h — — —

強制終了 1 B3h — — —

ブランクチェック 2 71h D0h — —

コンフィギュレーション設定
N = 8

11 40h 08h (= N) WD1 ～ WD8 D0h

ロックビットプログラム 2 77h D0h — —

ロックビットリード 2 71h D0h — —
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フラッシュシーケンサは，ステータスクリア以外のコマンド処理を開始すると FSTATR.FRDY ビットを

“0” にし、コマンド処理が完了すると FSTATR.FRDY ビットを “1” にします。

FRDYIE.FRDYIE ビットが “1” の場合、FSTATR.FRDY ビットが “1” になると、フラッシュレディ (FRDY)
割り込みが発生します。

6.2 フラッシュシーケンサの状態と FACI コマンドの関係

フラッシュシーケンサの各モード / 状態で受け付け可能な FACI コマンドが決められています。FACI コマ

ンドの発行は、フラッシュシーケンサをコードフラッシュメモリ P/E モードまたはデータフラッシュメモリ

P/E モードに移行させた後、フラッシュシーケンサの状態を確認してから実施する必要があります。フラッ

シュシーケンサの状態の確認には、FSTATR レジスタと FASTAT レジスタを使用してください。なお、

FASTAT.CMDLK フラグの値によって、エラーの発生有無を確認することができます。FSTATR レジスタの

ILGLERR、ERSERR、PRGERR、FCUERR、FRDTCT、FLWEERR フラグと FASTAT レジスタの CFAE、
DFAE フラグの値の論理和です。

各モードで使用可能なコマンドを表 6.3 に示します。

表6.3 各モードで使用可能なコマンド

モード FENTRYRレジスタの値 使用可能なコマンド

リードモード 0000h なし

コードフラッシュメモリP/Eモード 0001h プログラム

ブロックイレーズ

P/Eサスペンド

P/Eレジューム

ステータスクリア

強制終了

ロックビットプログラム

ロックビットリード

データフラッシュメモリP/Eモード 0080h プログラム

ブロックイレーズ

P/Eサスペンド

P/Eレジューム

ステータスクリア

強制終了

ブランクチェック

コンフィギュレーション設定
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表 6.4 にフラッシュシーケンサの状態と受け付け可能な FACI コマンドの関係を示します。この表は、各

コマンドの実行前に適切なモード設定にしていることを前提に記載しています。

○：受け付け可能、×：受け付け不可能 ( コマンドロック状態発生 )、—：無視

注1. データフラッシュメモリP/Eモードでのみ受け付け可能

注2. コードフラッシュメモリP/Eモードでのみ受け付け可能

注3. イレーズ中断したブロック以外へのプログラムのみ受け付け可能。

注4. イレーズ中断したブロックのロックビットのリード結果は不定です。

注5. P/Eサスペンドコマンドが受け付けられるまでの間にプログラム /イレーズ処理が完了していた場合も含みます。

表6.4 フラッシュシーケンサの状態と受け付け可能なFACIコマンドの関係

プ
ロ
グ

ラ
ム

/イ
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中
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グ
ラ
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の
処
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中

強
制
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ン
ド

処
理
中

そ
の
他

の
状
態

FRDYフラグ 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1

SUSRDYフラグ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ERSSPDフラグ 0 0 0/1 0/1 0 1 1 0/1 0/1 0 0 0

PRGSPDフラグ 0 0 0/1 0/1 1 0 0 0/1 0/1 0 0 0

CMDLKフラグ 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0

プログラム × × × × × ○
 (注 3)

× × × × × ○

ブロックイレーズ × × × × × × × × × × × ○

P/Eサスペンド ○ × × × × × × — × × × —

P/Eレジューム × × × × ○ ○ × × × × × ×

ステータスクリア × × × × ○ ○ × ○ × × × ○

強制終了 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブランクチェック × × × × ○
 (注 1)

○
 (注 1)

× × × × × ○
 (注 1)

コンフィギュレーション設定 × × × × × × × × × × × ○
 (注 1)

ロックビットプログラム × × × × × × × × × × × ○
 (注 2)

ロックビットリード × × × × ○
 (注 2)

○
(注 2、
注 4)

× × × × × ○
 (注 2)
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6.3 FACI コマンドの使用方法

本節では、FACI コマンドの使用方法 / 使用例を記載します。

6.3.1 コードフラッシュメモリ P/E モード使用時の概略フロー

コードフラッシュメモリ P/E モードで FACI コマンドを使用する場合の概略フローとして、BGO 動作が可

能な製品は図 6.1 に、BGO 動作が不可能な製品は図 6.2 に示します。コードフラッシュメモリ P/E モードで

使用可能なコマンドは、表 6.3 を参照してください。

図 6.1 コードフラッシュメモリ P/E モード使用時の概略フロー (BGO 動作が可能な製品 )

フラッシュシーケンサ動作クロック変更時、

かつコマンド処理時間の最適化が必要な場合のみ設定。

コードフラッシュメモリP/Eモード移行と設定順序が逆でも問題なし。

FCUファームウェア転送

開始

BGO可否確認

内蔵RAMへジャンプ

BGO可能

BGO不可能

コードフラッシュメモリ

P/Eモード移行

FPCKARレジスタ設定

フラッシュシーケンサ使用前に1回だけ転送必要。

FASTAT.CMDLKフラグ = 1 コマンドロック状態

からの復帰

コマンドロック

コマンドロック以外

FACIコマンド発行

リードモード移行

終了

「6.3.4 コードフラッシュメモリP/Eモード移行」を参照。

BGO動作が可能な条件については、「ユーザーズマニュアル 
ハードウェア編」を参照。

BGO機能を使用しない場合は、“BGO可否確認 ”は実施せずに

内蔵RAMへジャンプ。
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図 6.2 コードフラッシュメモリ P/E モード使用時の概略フロー (BGO 動作が不可能な製品 )

フラッシュシーケンサ動作クロック変更時、

かつコマンド処理時間の最適化が必要な場合のみ設定。

コードフラッシュメモリP/Eモード移行と設定順序が逆でも問題なし。

FCUファームウェア転送

開始

内蔵RAMへジャンプ

コードフラッシュメモリ

P/Eモード移行

FPCKARレジスタ設定

フラッシュシーケンサ使用前に1回だけ転送必要。

FASTAT.CMDLKフラグ = 1 ステータスクリアまたは

強制終了コマンド発行

コマンドロック

コマンドロック以外

FACIコマンド発行

リードモード移行

終了
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6.3.2 データフラッシュメモリ P/E モード使用時の概略フロー

データフラッシュメモリ P/E モードで FACI コマンドを使用する場合の概略フローを示します。データフ

ラッシュ P/E モードで使用可能なコマンドについては、表 6.3 を参照してください。

図 6.3 データフラッシュメモリ P/E モード使用時の概略フロー

フラッシュシーケンサ動作クロック変更時、

かつコマンド処理時間の最適化が必要な場合のみ設定。

データフラッシュメモリP/Eモード移行と設定順序が逆でも問題なし。

FCUファームウェア転送

開始

データフラッシュメモリ

P/Eモード移行

FPCKARレジスタ設定

フラッシュシーケンサ使用前に1回だけ転送必要。

FASTAT.CMDLKフラグ = 1 ステータスクリアまたは

強制終了コマンド発行

コマンドロック

コマンドロック以外

FACIコマンド発行

リードモード移行

終了

「6.3.5 データフラッシュメモリP/Eモード移行」を参照。
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6.3.3 FCU ファームウェア転送

フラッシュシーケンサを使用するためには、FCURAM に FCU ファームウェアを格納する必要がありま

す。チップ起動時には FCURAM に FCU ファームウェアが格納されていないため、FCU ファームウェア格

納領域から FCURAM に FCU ファームウェアをコピーする必要があります。FACI コマンド実行により

FCURAM が更新されることはないため、フラッシュシーケンサの使用前に 1 度だけ FCU ファームウェアの

コピーを実行すれば、FCURAM を再更新する必要はありません。

チップ起動時の FCURAM 格納データが不定であるため、FCURAM へのライト時に ECC エラーが発生し

ます。FCU ファームウェアのコピー後には、強制終了コマンドを発行して、FSTATR.FRCRCT フラグと

FRDTCT フラグを初期化してください。

なお、強制終了コマンド処理は FCU ファームウェアを介在せず、すべてハードウェアで実行可能です。

図 6.4 FCU ファームウェア転送フロー

FCUファームウェア格納領域：32ビット単位で読み出し

FCURAM：32ビット単位で書き込み

開始

FCURAMEレジスタに

C403hまたはC401hを書き込み

C403h：高速転送モード(ライトのみ可能)
C401h：通常転送モード(リード/ライト可能)

FENTRYR
レジスタ値確認

0000h以外

0000h

強制終了コマンド発行

リードモード移行

終了

FENTRYRレジスタにAA00hを書き込み

P/Eモード移行

FCUファームウェア格納領域から

FCURAMにデータをコピー

FCURAMEレジスタに

C400hを書き込み

強制終了コマンドを使用可能にするために、コードフ

ラッシュメモリP/Eモードまたはデータフラッシュメモ

リP/Eモードに移行

FCURAMのECCエラーフラグをクリア
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6.3.4 コードフラッシュメモリ P/E モード移行

コードフラッシュメモリ関連の FACI コマンドを使用するためには、コードフラッシュメモリ P/E モード

に移行する必要があります。コードフラッシュメモリ P/E モードに移行するためには、

FENTRYR.FENTRYRC ビットを “1” にします。

図 6.5 コードフラッシュメモリ P/E モード移行フロー

6.3.5 データフラッシュメモリ P/E モード移行

データフラッシュメモリ関連の FACI コマンドを使用するためには、データフラッシュメモリ P/E モード

に移行する必要があります。データフラッシュメモリ P/E モードに移行するためには、

FENTRYR.FENTRYRD ビットを “1” にします。

図 6.6 データフラッシュメモリ P/E モード移行フロー

開始

終了

FENTRYRレジスタが

0001hであることを確認

FENTRYRレジスタに

AA01hを書き込み

開始

終了

FENTRYRレジスタが

0080hであることを確認

FENTRYRレジスタに

AA80hを書き込み
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6.3.6 リードモード移行

BGO 動作以外でフラッシュメモリを読み出すためには、リードモードに移行する必要があります。リー

ドモードに移行するためには、FENTRYR レジスタを 0000h にします。リードモードへの移行は、フラッ

シュシーケンサの処理が完了し、かつコマンドロック以外の状態で実施してください。

図 6.7 リードモード移行フロー

開始

FRDYフラグ確認
“0”

“1”

強制終了コマンド発行

終了

ステータスクリアまたは

強制終了コマンド発行

FENTRYRレジスタに

AA00hを書き込み

FENTRYRレジスタが

0000hであることを確認

FASTAT.CMDLKフラグ = 1
コマンドロック

コマンド

ロック以外

タイムアウト?(注1) No

Yes

注1. 実行中のFACIコマンド処理のmax時間 (「9. 電気的特性」参照 )の1.1倍で判定。
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6.3.7 コマンドロック状態からの復帰

フラッシュシーケンサがコマンドロック状態になった場合には、FACI コマンドの受け付けができなくな

ります。コマンドロック状態を解除するためには、ステータスクリアコマンド、強制終了コマンド、または

FASTAT レジスタを使用する必要があります。

P/E サスペンドコマンド発行前のエラー確認などでコマンドロック状態を検出した場合には、コマンド処

理が完了しておらず FSTATR.FRDY フラグが “0” を保持している可能性があります。「ユーザーズマニュア

ル ハードウェア編」で規定された最大のプログラム / イレーズ時間を越えても処理が完了しない場合には、

タイムアウトと判断して強制終了コマンドでフラッシュシーケンサを停止させてください。

FSTATR.ILGLERR フラグが “1” の場合には、FASTAT レジスタの値を確認してください。FASTAT.CFAE
フラグまたは DFAE フラグが “1” の場合には、FASTAT レジスタの CFAE フラグまたは DFAE フラグを “0”
にしてから、ステータスクリア / 強制終了コマンドを発行してください。

FSTATR.FCUERR, FRDTCT, FLWERR フラグは、ステータスクリアコマンドでは “1” から “0” に更新でき

ません。これらのビットが “1” の場合には、強制終了コマンドを使用して、コマンドロックを解除してくだ

さい。その他のコマンドロック要因となるビットは、ステータスクリアコマンドまたは強制終了コマンドで

“1” から “0” に更新可能です。
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図 6.8 コマンドロック状態からの復帰方法

開始

FRDYフラグ確認
“0”

“1”

強制終了コマンド発行

終了

ILGLERRフラグ確認
“1”

“0”

No

Yes

ステータスクリアまたは

強制終了コマンド発行

CFAEフラグ

およびDFAEフラグ

確認

CFAEフラグおよびDFAEフラグに

“0”を書き込み

FSTATRレジスタ確認

終了

強制終了コマンド発行

終了

FCUERR = 1  or FRDTCT = 1  or FLWERR = 1

FCUERR = 0  and FRDTCT = 0  and FLWERR = 0

FASTAT=10h or
CFAE = 0 and 
DFAE = 0

タイムアウト?(注1)

CFAE = 1 or 
DFAE = 1

注1. 実行中のFACIコマンド処理のmax時間 (「9. 電気的特性」参照 )の1.1倍で判定。
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6.3.8 プログラムコマンド

ユーザ領域、データ領域のプログラムには、プログラムコマンドを使用します。

プログラムコマンドを発行する前に、書き込み先の先頭アドレスを FSADDR レジスタに設定してくださ

い。FACI コマンド発行時の最終アクセスで D0h を FACI コマンド発行領域に書き込むと、プログラムコマ

ンドの処理が開始されます。プログラムコマンドの処理対象領域に書き込み不要な領域が含まれる場合に

は、該当領域に対するプログラムデータを FFFFh にしてください。

FPROTR レジスタは、プログラムコマンドを発行する前に設定する必要があります。FPROTR レジスタ

は、ロックビットの有効 / 無効を切り替える場合に設定を変更する必要があります。

FACI 内部のデータバッファがフルの状態で、プログラムコマンドを発行し続けると、内部周辺バス 6 に

ウェイトが発生し、他の周辺 IP のバスアクセスに影響を及ぼす可能性があります。ウェイト発生を回避す

る必要がある場合には、FSTATR.DBFULL フラグが “0” の状態で FACI コマンドを発行してください。

なお、データ領域のプログラム時には、データバッファがフルになることがありません。
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図 6.9 プログラムコマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

CMDLKフラグ確認

n = N – 1?

タイムアウト? (注1) No

Yes

DBFULLフラグ?
“0”

“1”

FPROTRレジスタを設定 ロックビット有効/無効の切り替えが必要な場合

FSADDRレジスタに

書き込み先の先頭アドレスを設定

FACIコマンド発行領域に

E8hを書き込み

FACIコマンド発行領域に

“N”を書き込み

“N”
80h：コードフラッシュメモリ

02h：データフラッシュメモリ

FACIコマンド発行領域に

データ(先頭2バイト)を書き込み

n = 1

FACIコマンド発行領域に

データ(後続2バイト)を書き込み

FACIコマンド発行領域に

D0hを書き込み

FRDYフラグ?

No

Yes

n = n + 1

“0”

“1”

注1. コードフラッシュメモリの場合は、256バイトプログラム時間(max)の1.1倍で判定。

データフラッシュメモリの場合は、4バイトプログラム時間(max)の1.1倍で判定。

256バイトプログラム時間と4バイトプログラム時間は「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照。
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6.3.9 ブロックイレーズコマンド

ユーザ領域、ロックビット、データ領域のイレーズには、ブロックイレーズコマンドを使用します。

ブロックイレーズコマンドを発行する前に、消去先の先頭アドレスを FSADDR レジスタに設定してくだ

さい。FACI コマンド発行領域に 20h と D0h を書き込むと、ブロックイレーズコマンドの処理が開始されま

す。

FPROTR レジスタおよび FCPSR レジスタは、ブロックイレーズコマンドを発行する前に設定する必要が

あります。FPROTR レジスタは、ロックビットの有効 / 無効を切り替える場合に設定を変更する必要があり

ます。ロックビットのイレーズを行う場合には、FPROTR.FPROTCN ビットを “1” にした状態でブロックイ

レーズコマンドを発行してください。FCPSR レジスタは、P/E サスペンドコマンドでイレーズ処理を中断す

る場合の中断方式 ( サスペンド優先モード / イレーズ優先モード ) を切り替える場合に設定を変更する必要

があります。

図 6.10 ブロックイレーズコマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

CMDLKフラグ確認

タイムアウト?(注1) No

Yes

FPROTRレジスタを設定 ロックビット有効/無効の切り替えが必要な場合

FCPSRレジスタを設定

FSADDRレジスタに対象ブロック

の先頭アドレスを設定

FACIコマンド発行領域に

20hを書き込み

FACIコマンド発行領域に

D0hを書き込み

FRDYフラグ?
“0”

“1”

イレーズ中断処理モードを設定

注1. コードフラッシュメモリの場合は、32Kバイトイレーズ時間(max)の1.1倍で判定。

データフラッシュメモリの場合は、64バイトイレーズ時間(max)の1.1倍で判定。

32Kバイトイレーズ時間と64バイトイレーズ時間は「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照。
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6.3.10 P/E サスペンドコマンド

プログラム / イレーズ処理の中断には、P/E サスペンドコマンドを使用します。P/E サスペンドコマンドを

発行する場合には、事前に FASTAT.CMDLK フラグが “0” でプログラム / イレーズ処理が正常に実行されて

いることを確認してください。また、P/E サスペンドコマンドが受け付け可能であることを確認するため

に、FSTATR.SUSRDY フラグが “1” であることも確認してください。P/E サスペンドコマンドの発行後は、

FASTAT.CMDLK フラグを読み出して “1”( コマンドロック ) でないことを確認してください。

プログラム / イレーズ処理中に異常が発生した場合には、FASTAT.CMDLK フラグが “1” になります。

FSTATR.SUSRDY フラグが “1” であることを確認してから P/E サスペンドコマンドが受け付けられるまでの

間にプログラム / イレーズ処理が完了していた場合には、表 7.1 のいずれのエラーも発生せず、サスペンド

状態にも遷移しません (FSTATR.FRDY フラグが “1”、かつ FSTATR.ERSSPD フラグと PRGSPD フラグが

“0”)。
P/E サスペンドコマンドが受け付けられて、プログラム / イレーズの中断処理が正常に終了した場合には、

フラッシュシーケンサがサスペンド状態に遷移して FSTATR.FRDY フラグが “0”、かつ FSTATR.ERSSPD フ

ラグまたは PRGSPD フラグが “1” になります。P/E サスペンドコマンド発行後には、FSTATR.ERSSPD フラ

グまたは PRGSPD フラグが “1” で、サスペンド状態に遷移していることを確認した後に、後続するフローを

決定してください。サスペンド状態に遷移していないにも関わらず、後続するフローで P/E レジュームコマ

ンドを発行すると、不正コマンドエラーが発生しフラッシュシーケンサがコマンドロック状態に遷移します

(「7.2 エラープロテクション」参照 )。
イレーズサスペンド状態に遷移した場合には、イレーズ対象外のブロックに対するプログラムを実行する

ことができます。また、プログラム / イレーズサスペンド状態ともに、FENTRYR レジスタをクリアするこ

とにより、リードモードに移行することも可能です。
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図 6.11 P/E サスペンドコマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

ERSSPD、PRGSPDフラグ確認

CMDLKフラグ確認

タイムアウト?（注1）
No

Yes

FRDYフラグ?
“0”

“1”

エラー確認

SUSRDYフラグ?

コマンドロック以外

コマンドロック

“0”

“1”

FRDYフラグ?

“0”

FACIコマンド発行領域に

B0hを書き込み

エラー確認

コマンドロック以外

コマンドロック

ステータスクリアまたは

強制終了コマンド発行

“1”

FRDYフラグ?

“1”

“0”

タイムアウト?（注2）
No

Yes

注1. コードフラッシュメモリ、データフラッシュメモリともに、イレーズ中のサスペンド遅延時間 (max)の1.1倍で判定。

注2. コードフラッシュメモリ、データフラッシュメモリともに、イレーズ時間 (max)の1.1倍で判定。

イレーズ中のサスペンド遅延時間、およびイレーズ時間は「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照。
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(1) プログラム中のサスペンド

フラッシュメモリへのプログラム処理中に P/E サスペンドコマンドを発行すると、フラッシュシーケンサ

はプログラム処理を中断します。図 6.12 にプログラム処理の中断動作を示します。フラッシュシーケンサ

は、プログラムコマンドまたは P/E レジュームコマンドを受け付けると、FSTATR.FRDY フラグを “0” にし

てプログラム処理を開始します。プログラム処理の開始後にフラッシュシーケンサが P/E サスペンドコマン

ドを受け付け可能な状態に遷移すると、FSTATR.SUSRDY フラグが “1” になります。P/E サスペンドコマン

ドが発行されると、フラッシュシーケンサはコマンドを受け付けて FSTATR.SUSRDY フラグを “0” にしま

す。書き込みパルス印加中にフラッシュシーケンサが P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合には、フ

ラッシュシーケンサはパルスの印加を継続します。所定のパルス印加時間を経過するとフラッシュシーケン

サはパルスの印加を完了し、プログラムの中断処理を開始して FSTATR.PRGSPD フラグを “1” にします。

中断処理が完了すると、フラッシュシーケンサは FSTATR.FRDY フラグを “1” にしてプログラムサスペン

ド状態に遷移します。プログラムサスペンド状態でフラッシュシーケンサが P/E レジュームコマンドを受け

付けた場合には、フラッシュシーケンサは FSTATR.FRDY フラグと FSTATR.PRGSPD フラグを “0” にしてプ

ログラム処理を再開します。

図 6.12 プログラム処理の中断動作

FACIコマンド

P：プログラムコマンド、P/Eレジュームコマンド

S：P/Eサスペンドコマンド

R：P/Eレジュームコマンド

パルス印加継続

P S R

FRDYフラグ

SUSRDYフラグ

PRGSPDフラグ

書き込みパルス
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(2) イレーズ中のサスペンド ( サスペンド優先モード )
イレーズ中のサスペンド方式として、サスペンド優先モードをサポートしています。図 6.13 にサスペン

ド優先モード (FCPSR.ESUSPMD ビットが “0”) の場合のイレーズ処理の中断動作を示します。

フラッシュシーケンサは、ブロックイレーズコマンドまたは P/E レジュームコマンドを受け付けると、

FSTATR.FRDY フラグを “0” にしてイレーズ処理を開始します。イレーズ処理の開始後にフラッシュシーケ

ンサが P/E サスペンドコマンドを受け付け可能な状態に遷移すると、FSTATR.SUSRDY フラグが “1” になり

ます。P/E サスペンドコマンドが発行されると、フラッシュシーケンサは P/E サスペンドコマンドを受け付

けて FSTATR.SUSRDY フラグを “0” にします。イレーズ処理中に P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合

には、フラッシュシーケンサは消去パルス印加中でも中断処理を開始して FSTATR.ERSSPD フラグを “1” に

します。中断処理が完了すると、フラッシュシーケンサは FSTATR.FRDY フラグを “1” にして、イレーズサ

スペンド状態に遷移します。イレーズサスペンド状態で、フラッシュシーケンサが P/E レジュームコマンド

を受け付けた場合には、フラッシュシーケンサは FSTATR.FRDY フラグと ERSSPD フラグを “0” にして、イ

レーズ処理を再開します。イレーズ処理の中断 / 再開時の FSTATR.FRDY, SUSRDY, ERSSPD フラグの動作

は、イレーズサスペンドモードに依存せず同様です。

イレーズサスペンドモードの設定は、消去パルスの制御方式に影響を与えます。サスペンド優先モードで

は、過去に中断されたことのない消去パルス A を印加中に P/E サスペンド / コマンドを受け付けた場合に

は、消去パルス A の印加を停止してイレーズサスペンド状態に遷移します。P/E レジュームコマンドにより

イレーズが再開され、消去パルス A を再印加している期間に、P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合に

は、消去パルス A の印加を継続します。所定のパルス印加時間を経過すると、フラッシュシーケンサは消

去パルス A の印加を完了してイレーズサスペンド状態に遷移します。次にフラッシュシーケンサが P/E レ

ジュームコマンドを受け付けて、新たな消去パルス B の印加が開始された後に、再び P/E サスペンドコマン

ドを受け付けた場合には、消去パルス B の印加を停止します。サスペンド優先モードでは、1 パルスあたり

1 回の割合で消去パルスの印加を中断してサスペンド処理を優先するため、サスペンドの遅延を小さくでき

ます。

図 6.13 イレーズ処理の中断動作 ( サスペンド優先モード )

SFACIコマンド

E：ブロックイレーズコマンド、P/Eレジュームコマンド

S：P/Eサスペンドコマンド

R：P/Eレジュームコマンド

パルスA印加中止

E S R

FRDYフラグ

SUSRDYフラグ

ERSSPDフラグ

消去パルス

R S

パルスA印加継続 パルスB印加中止
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(3) イレーズ中のサスペンド ( イレーズ優先モード )
イレーズ中のサスペンドの方式として、イレーズ優先モードをサポートしています。図 6.14 にイレーズ

優先モード (FCPSR.ESUSPMD ビットが “1”) の場合のイレーズ処理の中断動作を示します。イレーズ優先

モードのイレーズパルス制御方式は、プログラム中断処理の書き込みパルス制御方式と同様です。

フラッシュシーケンサが消去パルス印加中に P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合には、消去パルス

の印加を継続します。このモードでは P/E レジュームコマンド発行時に消去パルスの再印加が発生しないた

め、サスペンド優先モードと比較してイレーズ処理全体に必要な時間を短縮可能です。

図 6.14 イレーズ処理の中断動作 ( イレーズ優先モード )

FACIコマンド

E：ブロックイレーズコマンド、P/Eレジュームコマンド

S：P/Eサスペンドコマンド

R：P/Eレジュームコマンド

E S R

FRDYフラグ

SUSRDYフラグ

ERSSPDフラグ

消去パルス

パルスA印加継続
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6.3.11 P/E レジュームコマンド

サスペンドしたプログラム / イレーズ処理を再開したい場合には、P/E レジュームコマンドを使用します。

サスペンド中に FENTRYR レジスタの設定を変更した場合には、P/E レジュームコマンドを発行する前に、

FENTRYR レジスタの値を P/E サスペンドコマンド発行直前の値に再設定してください。

図 6.15 P/E レジュームコマンドの使用方法

6.3.12 ステータスクリアコマンド

ステータスクリアコマンドは、コマンドロック状態を解除するために使用するコマンドです ( 「6.3.7 コ

マンドロック状態からの復帰」参照 )。コマンドロック状態で、FSTATR.ILGLERR, ERSERR, PRGERR フラ

グをクリアしたい場合に、ステータスクリアコマンドを使用可能です。

なお、ステータスクリアコマンド処理は FCU ファームウェアを介在せず、すべてハードウェアで実行可

能です。

図 6.16 ステータスクリアコマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

CMDLKフラグ確認

タイムアウト?(注1) No

Yes

FRDYフラグ?
“0”

“1”

FACIコマンド発行領域に

D0hを書き込み

注1. 中断したFACIコマンド処理のmax時間 (「9. 電気的特性」参照 )の1.1倍で判定。

開始

終了

FACIコマンド発行領域に

50hを書き込み
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6.3.13 強制終了コマンド

強制終了コマンドは、フラッシュシーケンサのコマンド処理を強制的に終了させるコマンドです。P/E サ

スペンドコマンドよりも高速にコマンド処理を中断可能ですが、中断したプログラム / イレーズ領域のデー

タ値は保証されません。また、中断した処理を再開することもできません。強制終了コマンドで中断したプ

ログラム / イレーズ処理は、書き換え回数としては 1 回分と定義されます。

強制終了コマンドを実行すると、FCU 全体および FACI の一部が初期化されます。また、FSTATR レジス

タも初期化されます。このため、コマンドロック状態からの復帰手段や、フラッシュシーケンサ動作のタイ

ムアウト処理でも、強制終了コマンドを利用することができます ( 「6.3.7 コマンドロック状態からの復

帰」参照 )。
なお、強制終了コマンド処理は FCU ファームウェアを介在せず、すべてハードウェアで実行可能です。

図 6.17 強制終了コマンドの使用方法

開始

終了

CMDLKフラグ確認

FRDYフラグ?
“0”

“1”

FACIコマンド発行領域に

B3hを書き込み
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6.3.14 ブランクチェックコマンド

イレーズ後に書き込んでいない状態 ( 未書き込み状態 ) のデータフラッシュメモリの値は不定であるため、

未書き込み状態の確認にはブランクチェックコマンドを使用する必要があります。

ブランクチェックコマンドを発行する前に、アドレッシングモード、ブランクチェック対象領域の先頭ア

ドレス / 最終アドレスを FBCCNT レジスタ、FSADDR レジスタ、FEADDR レジスタに設定してください。

FBCCNT.BCDIR ビットが “1” である、ブランクチェック処理のアドレッシングモードが減算モードの場合

には、FSADDR レジスタの設定値を FEADDR レジスタの設定値以上にする必要があります。

FBCCNT.BCDIR ビットが “0” である、ブランクチェック処理のアドレッシングモードが加算モードの場

合には、FSADDR レジスタの設定値を FEADDR レジスタの設定値以下にする必要があります。

FBCCNT.BCDIR ビット、FSADDR レジスタ、および FEADDR レジスタの設定値に矛盾がある場合には、フ

ラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。ブランクチェック対象領域のサイズは 4 バイト～

64K バイトの範囲で、4 バイト単位に設定可能です。

FACI コマンド発行領域に 71h と D0h を書き込むと、ブランクチェックの処理が開始されます。処理の完

了は、FSTATR.FRDY フラグで確認可能です。処理完了時に、FBCSTAT.BCST ビットにブランクチェックの

結果が格納されます。書き込み済みの領域がブランクチェック対象の領域に含まれている場合、フラッシュ

シーケンサは最初に検出した書き込み済みデータのアドレスを FPSADDR レジスタに格納します。
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図 6.18 ブランクチェックコマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

CMDLKフラグ確認

BCSTフラグ、FPSADDRレジスタ

確認

タイムアウト?(注1) No

Yes

FBCCNTレジスタに

アドレッシングモードを設定

00h：加算モード(FSADDR≦FEADDR)
01h：減算モード(FSADDR≧FEADDR)

FSADDRレジスタに

対象領域の先頭アドレスを設定

FEADDRレジスタに

対象領域の最終アドレスを設定

FACIコマンド発行領域に

71hを書き込み

FACIコマンド発行領域に

D0hを書き込み

FRDYフラグ?
“0”

“1”

注1. ブランクチェック対象領域全体のブランクチェック時間 (max)の1.1倍で判定。

ブランクチェック時間は「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照。
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6.3.15 コンフィギュレーション設定コマンド

コンフィギュレーション設定コマンドは、ID 設定、セキュリティ設定、オプション設定メモリ、TM 機能

の設定を行うためのコマンドです。コンフィギュレーション設定コマンドを発行する前に、設定データのア

ドレス ( 表 6.5 参照 ) を FSADDR レジスタに設定してください。FACI コマンド発行時の最終アクセスで

D0h を FACI コマンド発行領域に書き込むと、コンフィギュレーション設定コマンドの処理が開始されます。

図 6.19 コンフィギュレーション設定コマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

CMDLKフラグ確認

n = 7?

タイムアウト?(注1) No

Yes

FSADDRレジスタに

設定データのアドレスを設定

FACIコマンド発行領域に

40hを書き込み

FACIコマンド発行領域に

08hを書き込み

FACIコマンド発行領域に

データ(先頭2バイト)を書き込み

n = 1

FACIコマンド発行領域に

データ(後続2バイト)を書き込み

FACIコマンド発行領域に

D0hを書き込み

FRDYフラグ?

No

Yes

n = n+1

“0”

“1”

注1. 70ms (20MHz≦FCLK≦60MHzのとき )、140ms (FCLK＝4MHzのとき )で判定。
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コンフィギュレーション設定が可能なデータと、FSADDR レジスタに設定するアドレス値の対応は表 6.5
のとおりです。他の領域のデータは、コンフィギュレーション設定コマンド実行の度に、任意の値に変更す

ることが可能です。

表6.5 コンフィギュレーション設定コマンドで使用するアドレス

アドレス FSADDRレジスタ設定値 設定データ

0012 0040h 0000 0040h シリアルプログラマコマンド制御レジスタ(SPCC)、
TMイネーブルフラグレジスタ (TMEF)

0012 0050h 0000 0050h 認証用 ID (OSIS)
0012 0060h 0000 0060h TM識別データレジスタ (TMINF)、オプション機能選択 (OFS0、OFS1)、

エンディアン選択(MDE)
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6.3.16 ロックビットプログラムコマンド

ロックビットのプログラムには、ロックビットプログラムコマンドを使用します。ロックビットのイレー

ズには、ブロックイレーズコマンドを使用します ( 「6.3.9 ブロックイレーズコマンド」参照 )。
ロックビットプログラムコマンドを発行する前に、ロックビットを書き込みたいブロックの先頭アドレス

を FSADDR レジスタに設定してください。FACI コマンド発行領域に 77h と D0h を書き込むと、ロックビッ

トプログラムコマンドの処理が開始されます。

FPROTR レジスタは、ロックビットプログラムコマンドを発行する前に設定する必要があります。

FPROTR レジスタは、ロックビットの有効 / 無効を切り替える場合に設定を変更する必要があります。

図 6.20 ロックビットプログラムコマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

CMDLKフラグ確認

タイムアウト?(注1) No

Yes

FPROTRレジスタを設定 ロックビット有効/無効の切り替えが必要な場合

FSADDRレジスタに対象ブロック

の先頭アドレスを設定

FACIコマンド発行領域に

77hを書き込み

FACIコマンド発行領域に

D0hを書き込み

FRDYフラグ?
“0”

“1”

注1. 25ms (20MHz≦FCLK≦60MHzのとき )、50ms (FCLK＝4MHzのとき )で判定。
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6.3.17 ロックビットリードコマンド

ロックビットのリードには、ロックビットリードコマンドを使用します。

ロックビットリードコマンドを発行する前に、読み出したいブロックの先頭アドレスを FSADDR レジス

タに設定してください。FACI コマンド発行領域に 71h と D0h を書き込むと、ロックビットリードコマンド

の処理が開始されます。コマンド処理の完了は、FSTATR.FRDY フラグで確認可能です。処理完了時に、

FLKSTAT.FLOCKST フラグにロックビットリードの結果が格納されます。

図 6.21 ロックビットリードコマンドの使用方法

開始

強制終了コマンド発行

終了

CMDLKフラグ確認

FLOCKSTフラグ確認

タイムアウト?(注1) No

Yes

FSADDRレジスタに対象ブロック

の先頭アドレスを設定

FACIコマンド発行領域に

71hを書き込み

FACIコマンド発行領域に

D0hを書き込み

FRDYフラグ?
“0”

“1”

注1. 10μs (20MHz≦FCLK≦60MHzのとき)、20μs (FCLK＝4MHzのとき)で判定。
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7. セーフティ機能

7.1 ソフトウェアプロテクション

ソフトウェアプロテクトは、制御レジスタ設定やユーザ領域のロックビット設定によってコードフラッ

シュメモリに対するプログラム / イレーズが禁止された状態です。ソフトウェアプロテクトに違反して、

FACI コマンドを発行した場合には、フラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。

7.1.1 FWEPROR レジスタによるプロテクト

FWEPROR.FLWE[1:0] ビットを “01b” にしないと、いずれのモードにおいても書き換えできません。

7.1.2 FENTRYR によるプロテクト

FENTRYR レジスタが 0000h の場合には、フラッシュシーケンサはリードモードになります。リードモー

ドでは、FACI コマンドは受け付けられません。リードモードで FACI コマンドが発行された場合には、フ

ラッシュシーケンサはコマンドロック状態になります。

7.1.3 ロックビットによるプロテクト

ユーザ領域の各ブロックにはロックビットが内蔵されています。FPROTR.FPROTCN ビットが “0” の場合

には、ロックビットが “0” に設定されたブロックに対するプログラム / イレーズは禁止状態になります。

ロックビットが “0” に設定されたブロックをプログラム / イレーズしたい場合には、FPROTR.FPROTCN
ビットを “1” に設定してください。ロックビットによるプロテクトに違反して、コードフラッシュメモリに

対するプログラム、ブロックイレーズ、ロックビットプログラムコマンドを発行すると、フラッシュシーケ

ンサはコマンドロック状態になります。

7.2 エラープロテクション

エラープロテクトは、FACI コマンドの誤発行 / 禁止アクセスの発生、フラッシュシーケンサの誤動作を

検出して FACI コマンドの受け付けを禁止する状態 ( コマンドロック状態 ) です。フラッシュシーケンサを

コマンドロック状態にすることにより、フラッシュメモリのプログラム / イレーズが禁止されます。コマン

ドロック状態を解除するためには、FASTAT.CFAE フラグおよび DFAE フラグが “0” の状態でステータスク

リアまたは強制終了コマンドを発行する必要があります。ステータスクリアコマンドは FSTATR.FRDY フラ

グが “1” の場合のみ使用できます。強制終了コマンドは、FSTATR.FRDY フラグの値に関わらず使用できま

す。FSTATR レジスタの ILGLERR、ERSERR、PRGERR、FRDTCT、FLWEERR、FCUERR、CFAE、DFAE
フラグのいずれかが “1” になると、FASTAT.CMDLK フラグの値が “1” となり、FAEINT.CMDLKIE ビットが

“1” の場合には、フラッシュシーケンサがコマンドロック状態 (FASTAT.CMDLK フラグが “1”) になると、フ

ラッシュアクセスエラー (FIFERR) 割り込みが発生します。

プログラム / イレーズ処理中に P/E サスペンド以外のコマンドが発行されてコマンドロック状態に遷移し

た場合には、フラッシュシーケンサはプログラム / イレーズ処理を継続します。この状態で P/E サスペンド

コマンドを発行してプログラム / イレーズを中断することはできません。コマンドロック状態でコマンドが

発行された場合には、FSTATR.ILGLERR フラグの値は “1” になり、その他のビットの値は以前のエラー検出

時に設定された値を保持します。

表 7.1 にエラープロテクトの内容とエラー検出後のステータスビット値の関係を示します。
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表7.1 エラープロテクト一覧

分類 内容

IL
G

LE
R

R

ER
SE

R
R

PR
G

ER
R

FC
U

ER
R

FL
W

EE
R

R

C
FG

D
TC

T

TB
LD

TC
T

FR
D

TC
T

C
FA

E

D
FA

E

FENTRYR設定

エラー

FENTRYRレジスタに“AA81h”をライト 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

サスペンド時とレジューム時でFENTRYRの値が不一致 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不正コマンド

エラー

FACIコマンドの第1アクセスで未定義コードをライト 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

複数アクセスサイクルのFACIコマンドの最終アクセスで

“D0h”以外をライト

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

プログラムコマンド、コンフィギュレーション設定コマンド

において、FACIコマンドの第2アクセスで指定された値 (「表

6.2のN」参照 )が不正

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ブランクチェックコマンド発行時のFBCCNT.BCDIRビット、

FSADDRレジスタ、FEADDRレジスタ設定が矛盾

( 「4.6 FACIコマンド処理終了アドレスレジスタ (FEADDR)」
参照 )

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

各モードで使用できないFACIコマンドを発行 (表6.3参照) 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コマンド受け付け条件を満たさない状態でFACIコマンドを発

行 (表6.4参照 )
1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1

イレーズエラー イレーズ処理中のエラー発生 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

ロックビットによって保護されている領域に対してブロック

イレーズコマンドを発行

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

プログラムエラー プログラム処理中のエラー発生 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

ロックビットによって保護されている領域に対してプログラ

ムコマンド、ロックビットプログラムコマンドを発行

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

FCUエラー FCU内部のCPU処理でエラー発生 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

FCURAM
ECCエラー

FCURAM読み出し時に2ビットエラーを検出 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

コードフラッシュ

メモリアクセス

違反

コードフラッシュメモリP/Eモードで、ユーザ領域の予約領

域に対してFACIコマンドを発行 ( 「4.2 フラッシュアクセス

ステータスレジスタ (FASTAT)」参照 )

1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

データフラッシュ

メモリアクセス

違反

データフラッシュメモリP/Eモードで、データ領域の予約領

域に対してFACIコマンドを発行 ( 「4.2 フラッシュアクセス

ステータスレジスタ (FASTAT)」参照 )

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

コンフィギュレーション設定コマンドを予約領域に対して発

行 ( 「4.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ

(FASTAT)」参照 )

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

その他 リードモードで、FACIコマンド発行領域をアクセス 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コードフラッシュメモリP/Eモードまたはデータフラッシュ

メモリP/Eモードで、FACIコマンド発行領域を読み出し

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

フラッシュ P/Eプ

ロテクトエラー

フラッシュシーケンサのコマンド処理中にFWEPRORレジス

タ設定によるフラッシュメモリの書き換えプログラム /イレー

ズ保護違反を検出

0 0/1 0/1 0 1 0 0 0 0 0

コンフィギュレー

ション設定ECC
エラー

コンフィギュレーション設定値の読み出し時に2ビットエ

ラーを検出

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

書き換え

パラメータECC
エラー

書き換えパラメータテーブル読み出し時に2ビットエラーを

検出

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
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7.3 ブートプログラムプロテクション

7.3.1 ユーザブート保護

ユーザブート領域は、ブートモード (SCI インタフェースまたは USB インタフェース ) でのみ書き換え可

能です。通常動作モード、ユーザブートモードでは書き換え保護されている領域であるため、ブートプログ

ラム等を安全に格納するための領域として利用できます。
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8. 使用上の注意点

(1) プログラム / イレーズを中断した領域およびサスペンド中の領域の読み出し

プログラム / イレーズを中断した領域およびサスペンド中の領域の格納データは不定です。不定データの

読み出しが原因で発生する誤動作を回避するために、プログラム / イレーズを中断した領域およびサスペン

ド中の領域の命令フェッチやデータリードが発生しないように注意してください。

(2) プログラム / イレーズの中断

P/E サスペンドコマンドを発行してプログラム / イレーズ処理を中断した場合、P/E レジュームコマンドを

発行してプログラム / イレーズ処理を再開することができます。中断処理が正常に終了して ERSSPD フラグ

または PRGSPD フラグが “1” になったあと、何らかの理由でフラッシュシーケンサがコマンドロック状態に

なり強制停止コマンドを発行した場合は、中断した処理を再開することはできません。また処理を中断した

領域のデータ値は保障されませんので、当該領域をイレーズしてください。

(3) 追加プログラムの禁止

同一領域に 2 回以上のプログラムを行うことはできません。プログラム済みのフラッシュメモリ領域を追

加プログラムしたい場合には、当該領域をイレーズしてください。

(4) プログラム / イレーズ中またはブランクチェック中のリセット

プログラム / イレーズ中またはブランクチェック中に RES# 端子によるリセットを発生させた場合には、

電気的特性に定める動作電圧範囲内で、tRESWF (「ユーザーズマニュアル ハードウェア編」参照 ) 以上のリ

セット入力期間の後にリセット解除してください。

(5) プログラム / イレーズ中の割り込み / 例外ベクタの配置

プログラム / イレーズ中に割り込み / 例外が発生すると、コードフラッシュメモリからのベクタフェッチ

が発生する場合があります。BGO 機能を使用できない条件下では、ベクタのアドレスをコードフラッシュ

メモリ以外に設定してください。

(6) プログラム / イレーズ中またはブランクチェック中の異常終了

RES# 端子によるリセット発生などでプログラム / イレーズが異常終了したことにより、データが不定状

態となったフラッシュメモリ領域のプログラム / イレーズ状態を確認するベリファイ手段はありません。プ

ログラム / イレーズが異常終了した領域に対しては、ブランクチェック機能では正しくイレーズ状態の判定

をできません。再度イレーズ処理を行って、該当領域を完全なイレーズ状態にした後にご使用ください。

コードフラッシュメモリのプログラム / イレーズ中またはブランクチェック中に動作電圧範囲を超える電

圧変動、RES# 端子によるリセット、エラー検出によるコマンドロック状態、および次項 (7) の禁止事項に

よって、プログラム / イレーズまたはブランクチェックが正常に終了しなかった場合、ロックビットが有効

になることがあります。

この場合には、ロックビットを無効化した状態で、該当ブロックのイレーズを実施して、ロックビットを

イレーズしてください。

(7) プログラム / イレーズ中またはブランクチェック中の禁止事項

プログラム / イレーズ中またはブランクチェック中は、フラッシュメモリ内に高電圧が印加されていま

す。フラッシュメモリへのダメージを防ぐため、以下の動作は行わないでください。

 電源を動作電圧範囲外にする

 FWEPROR.FLWE[1:0] ビットの変更

 SYSCR0.ROME ビットの変更

 OPCCR.OPCM[2:0] ビットの変更
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 SCKCR.FCK[3:0] と PCLKB[3:0] ビットの変更

 SCKCR3.CKSEL[2:0] ビットの変更

 RSTCKCR.RSTCKEN ビットの変更

 全モジュールクロックストップモード、ソフトウェアスタンバイモードおよびディープソフトウェアス

タンバイモードへの移行
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9. 電気的特性

9.1 AC 特性

注 . tFcyc：FCLKの周期

図 9.1 FACI コマンドのタイミング

条件：VCC = AVCC0 = AVCC1 = VCC_USB = VBATT = 2.7～3.6V, 2.7≦VREFH0≦AVCC0, 
VCC_USBA = AVCC_USBA = 3.0～3.6V, 
VSS = AVSS0 = AVSS1 = VREFL0 = VSS_USB = VSS1_USBA = VSS2_USBA = PVSS_USBA = AVSS_USBA = 0V, 
Ta = Topr

項目 記号 min typ max 単位 条件

FCURAMデータ転送時間 tFFRT — 220 — µs FCLK = 60MHz、FCURAME.FRAMTRANビットが

“0”のとき

— 110 — µs FCLK = 60MHz、FCURAME.FRAMTRANビットが

“1”のとき

FACIコマンドセットアップ時間 tFACS — — 100 µs 20MHz≦FCLK≦60MHz
— — 200 µs FCLK = 4MHz

FACIコマンド処理時間 tFACE — — 2 tFcyc コードフラッシュメモリ　プログラム時以外

— — 92 tFcyc コードフラッシュメモリ　プログラム時

強制終了コマンド tFD — — 20 µs 20MHz≦FCLK≦60MHz
— — 32 µs FCLK = 4MHz

FACIコマンド

・プログラミング

・強制終了コマンド

FACIコマンド 強制終了

Not Ready ReadyFSTATR.FRDY

 tFD

tFACS

tFACE

E8h

tFACE

80h

tFACE

WD1 D0h

tFACE
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改訂記録
RX64M グループ、RX71M グループ フラッシュメモリ

ユーザーズマニュアル　ハードウェア　インタフェース編

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

0.90 2014.05.30 — 初版発行

1.00 2014.07.31 6. FACIコマンド

8 表3.1 ハードウェアインタフェース用領域の情報　変更

33 表6.1 FACIコマンド一覧　変更

56 6.3.15 コンフィギュレーション設定コマンド　変更

57 表6.5 コンフィギュレーション設定コマンドで使用するアドレス　変更

61 表7.1 エラープロテクト一覧　変更

1.10 2015.01.15 — RX71Mグループ　追加

全体

— 【用語統一】

「RX64M グループ ユーザマニュアル ハードウェア編」、「RX71M グループ ユーザマニュアル 
ハードウェア編」→「ユーザマニュアル ハードウェア編」

フラッシュレディー→フラッシュレディ

1. 特長

6 本文説明　変更

2. モジュール構成図

7 本文説明　変更

4. 特長

10 4.1 フラッシュ P/E プロテクトレジスタ (FWEPROR)　変更

11 4.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ (FASTAT)　ビット説明　変更

13 4.3 フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ (FAEINT)　ビット説明　変更

15 4.5 FACI コマンド処理開始アドレスレジスタ(FSADDR)　変更

16 4.6 FACI コマンド処理終了アドレスレジスタ(FEADDR)　ビット説明　変更

17 4.7 FCURAM イネーブルレジスタ (FCURAME)　注2　変更

22 4.9 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ (FENTRYR)　注3　変更

24 4.10 フラッシュプロテクトレジスタ(FPROTR)　注2　変更

25 4.11 フラッシュシーケンサ設定初期化レジスタ(FSUINITR)　注3　変更

28 4.14 フラッシュ P/E ステータスレジスタ (FPESTAT)　変更

31 4.19 フラッシュシーケンサ処理クロック通知レジスタ(FPCKAR)　注3　変更

6. FACI コマンド

33 表6.1 FACIコマンド一覧　変更

34 6.2 フラッシュシーケンサの状態とFACI コマンドの関係　本文説明　変更

36 ～

38, 41

図6.1～図6.3、図6.7　エラー確認→FASTAT.CMDLKフラグ=1

45 図6.9 プログラムコマンドの使用方法　変更

47 6.3.10 P/E サスペンドコマンド　本文説明　変更

49 図6.12 プログラム処理の中断動作　変更

55 図6.18 ブランクチェックコマンドの使用方法　注1　変更

56 6.3.15 コンフィギュレーション設定コマンド　本文説明　変更

57 表6.5 コンフィギュレーション設定コマンドで使用するアドレス　変更

7. セーフティ機能

60 7.1.3 ロックビットによるプロテクト　本文説明　変更

61 表7.1 エラープロテクト一覧　変更

8. 使用上の注意点

63 (3) プログラム / イレーズ中のリセット　本文説明　変更

改訂記録



R01UH0435JJ0121 Rev.1.21 Page 67 of 69
2022.10.28
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改訂区分の説明

 テクニカルアップデート発行番号のある項目：発行済みの 該当テクニカルアップデートを反映した変更

 テクニカルアップデート発行番号のない項目： テクニカルアップデートを発行しない軽微な変更

Rev. 発行日
改訂内容

改訂区分
ページ ポイント

1.20 2019.12.25 2. モジュール構成図

7 本文説明　変更

4. レジスタ

11, 12 4.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ (FASTAT)　変更

19 ～ 21 4.8 フラッシュステータスレジスタ (FSTATR)　変更

22 4.9 フラッシュ P/Eモードエントリレジスタ (FENTRYR)　変更

29 4.16 データフラッシュブランクチェックステータスレジスタ(FBCSTAT)　
変更

31 4.19 フラッシュシーケンサ処理クロック周波数通知レジスタ(FPCKAR)　
変更

6. FACI コマンド

34 6.2 フラッシュシーケンサの状態とFACIコマンドの関係　変更

35 表6.4 フラッシュシーケンサの状態と受け付け可能なFACIコマンドの関係

　注5　追加

36 図6.1 コードフラッシュメモリP/Eモード使用時の概略フロー (BGO動作が

可能な製品 )　変更

43 図6.8 コマンドロック状態からの復帰方法　変更

44 6.3.8 プログラムコマンド　変更

47 6.3.10 P/Eサスペンドコマンド　変更

48 図6.11 P/Eサスペンドコマンドの使用方法　変更 TN-RX*-A187A/J
56 図6.19 コンフィギュレーション設定コマンドの使用方法　注記変更

58 図6.20 ロックビットプログラムコマンドの使用方法　注記変更

59 図6.21 ロックビットリードコマンドの使用方法　注記変更

7. セーフティ機能

60 7.2 エラープロテクション　変更

61 表7.1 エラープロテクト一覧　変更

62 7.3.1 ユーザブート保護　変更

8. 使用上の注意点

63 (1)(4)(5)(6)(7)　変更、(2)　追加

9. 電気的特性

65 9.1 AC 特性　変更

図9.1 FACI コマンドのタイミング　追加

1.21 2022.10.28 3. アドレス空間

8 表3.1 ハードウェアインタフェース用領域の情報　変更

6. FACIコマンド

46 図6.10 ブロックイレーズコマンドの使用方法　変更
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